
一
八
世
紀
に
お
け
る
三
井
越
後
屋
の
宣
伝
広
告

下
向
井
紀
彦

は
じ
め
に

一
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
の
越
後
屋
の
宣
伝
広
告

二
同
名
他
店
の
注
意
喚
起
の
配
札

三
見
世
開
を
目
的
と
し
た
配
札

四
大
安
売
告
知
の
配
札

お
わ
り
に

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
の
三
井
越
後
屋
の
宣
伝
広
告
（
引
札
（
１
））
に
注
目
し
、
一
八
世
紀
の
引
札
の
分
類
・
整
理
を
行
う
も
の

で
あ
る
。
引
札
に
関
す
る
研
究
史
の
整
理
は
杉
本
徹
雄
氏
に
よ
っ
て
丁
寧
に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
（
２
）、
こ
こ
で
は
越
後
屋
の
引
札
に
重
点
を
置
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い
て
研
究
史
の
整
理
と
問
題
の
所
在
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

三
井
越
後
屋
の
引
札
と
い
う
と
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
駿
河
町
移
転
に
際
し
て
江
戸
中
に
引
札
を
配
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

知
ら
れ
て
お
り
、
広
告
史
に
関
す
る
研
究
・
書
籍
の
多
く
で
引
札
の
文
言
（
３
）を
紹
介
し
、
最
古
の
引
札
で
あ
る
等
と
紹
介
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
引
札
の
文
言
は
差
出
人
で
あ
る
三
井
八
郎
右
衛
門
の
所
在
地
が
、
「
駿
河
町
二
丁
目
」
と
い
う
存
在
し
な
い
町
名
に
な
っ
て

い
る
等
、
史
料
批
判
が
必
要
で
あ
り
、
当
時
配
ら
れ
た
も
の
と
断
言
す
る
の
は
や
や
早
計
で
あ
る
。
ま
た
、
広
告
史
に
関
す
る
文
献
で
天
和

三
年
の
引
札
の
出
所
を
明
言
し
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

三
井
文
庫
所
蔵
史
料
で
天
和
三
年
の
引
札
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
も
の
は
、
現
在
確
認
で
き
る
限
り
①
「
現
金
掛
直
な
し
六
十
日
為
替
（
４
）」
、

②
「
現
金
掛
け
直
な
し
六
十
日
為
替
（
５
）」
、
③
「
無
題
古
書
（
６
）」
で
あ
る
。
①
は
北
三
井
家
（
総
領
家
）
八
代
の
三
井
高
福
が
幕
末
の
京
本
店
に

存
在
し
た
記
録
を
一
部
手
を
加
え
つ
つ
書
き
写
し
た
も
の
で
、
北
三
井
家
の
史
料
に
含
ま
れ
る
も
の
、
②
は
①
を
書
き
写
し
た
も
の
で
新
町

三
井
家
の
史
料
に
含
ま
れ
る
も
の
、
③
は
三
井
家
編
纂
室
が
①
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
三
井
の
経
営
史
料
の
中
に
天
和
三
年

の
引
札
そ
の
も
の
や
、
引
札
に
言
及
し
た
史
料
は
現
時
点
で
確
認
で
き
な
い
。
三
井
家
編
纂
室
の
編
さ
ん
し
た
「
稿
本
三
井
家
史
料
北
家

初
代
三
井
高
利
（
７
））
」
（
以
下
「
稿
本
三
井
家
史
料
」
）
は
「
無
題
古
書
」
を
底
本
に
し
て
天
和
三
年
の
引
札
の
文
言
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
引

札
の
町
名
の
解
釈
に
苦
労
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
三
井
文
庫
で
編
さ
ん
し
た
『
三
井
事
業
史
（
８
）』
で
は
「
稿
本
三
井
家
史
料
」
を
出

所
に
引
札
の
文
言
を
紹
介
し
て
い
る
。
江
戸
中
に
配
布
し
た
こ
と
や
、
引
札
の
文
言
か
ら
「
現
金
安
売
り
」
と
「
掛
け
値
な
し
」
の
商
法
の

画
期
性
を
説
明
し
て
い
る
が
、
引
札
の
文
言
に
つ
い
て
は
引
札
の
「
駿
河
町
二
丁
目
」
の
箇
所
に
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
注
記
し
て
引

用
し
て
い
る
。

三
井
家
編
纂
室
員
で
あ
っ
た
斎
藤
隆
三
は
天
和
三
年
の
引
札
に
つ
い
て
、「
『
武
林
隠
見
録
』
載
す
る
所
三
井
越
後
屋
現
金
か
け
値
な
し
の

配
り
札
は
実
際
の
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
ぬ
か
も
知
ら
ぬ
が
、
そ
の
頃
に
於
て
の
大
体
の
様
式
を
窺
は
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
一
例
と
し
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て
先
づ
最
初
に
之
を
掲
げ
る
（
９
）」
と
述
べ
、
「
現
金
掛
直
な
し
六
十
日
為
替
」
の
引
札
の
文
言
と
ほ
ぼ
同
一
文
を
引
用
し
て
い
る
。
三
井
文
庫

所
蔵
史
料
で
は
な
い
史
料
を
紹
介
し
て
い
る
唯
一
の
文
献
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
「
武
林
隠
見
録
」
を
み
て
み
る
と
、
「
越
後
屋
八
郎

右
衛
門
成
立
附
六
十
日
限
為
替
金
始
之
事
」
と
い
う
文
章
は
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
内
容
は
『
翁
草
』
の
「
越
後
屋
八
郎
右
衛
門
成
立

之
事
」
と
類
似
し
て
お
り
、
引
札
に
つ
い
て
言
及
し
た
箇
所
は
見
あ
た
ら
ず
（

�）、
斎
藤
氏
が
ど
こ
か
ら
引
札
の
文
言
を
引
用
し
て
い
る
の
か
、

現
時
点
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
（

�）。

天
和
三
年
の
店
舗
移
転
が
大
成
功
し
た
こ
と
自
体
は
三
井
黎
明
期
の
複
数
の
史
料
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
移
転
に
際
し
何
ら
か
の
宣
伝

広
告
を
行
っ
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、
現
時
点
で
三
井
の
経
営
史
料
か
ら
天
和
三
年
の
引
札
の
現
物
や
現
物
に
近
い
写
し
は
確
認
で
き
ず
、

引
札
を
配
っ
た
事
実
に
触
れ
る
史
料
も
確
認
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
天
和
三
年
の
店
舗
移
転
の
実
際
の
宣
伝
方
法
は
経
営
史
料
上
で
は
わ
か

ら
ず
、
一
般
に
流
布
さ
れ
て
い
る
引
札
が
当
時
配
ら
れ
た
も
の
と
は
断
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
宣
伝
の
実
態
や
引
札
の
文
言
に

つ
い
て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

他
方
、
天
和
三
年
以
外
の
越
後
屋
の
引
札
を
扱
っ
た
研
究
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
ま
ず
、

�口
知
子
が
天
保
十
一
年
の
大
坂
本
店
の
引

札
の
紹
介
を
し
て
お
り
、
作
成
枚
数
や
配
布
先
な
ど
に
言
及
し
て
い
る
（

�）。
お
そ
ら
く
こ
れ
を
皮
切
り
に
広
告
史
の
分
野
で
越
後
屋
の
引
札
を

扱
っ
た
研
究
が
進
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
大
伏
肇
は
天
和
三
年
の
引
札
を
解
説
し
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
の
引
札
を
翻

刻
し
、
越
後
屋
の
引
札
の
図
版
を
数
点
紹
介
し
て
い
る
（

�）。
ま
た
、
八
巻
俊
雄
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
と
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
の

見
世
開
（
開
店
セ
ー
ル
）
で
配
布
し
た
引
札
発
行
状
況
と
発
行
枚
数
、
売
上
額
の
推
移
を
比
較
し
て
い
る
（

�）。

越
後
屋
の
引
札
を
用
い
た
研
究
の
な
か
で
注
目
し
た
い
の
は
内
田
九
州
男
の
研
究
成
果
で
あ
る
（

�）。
大
坂
本
店
の
引
札
（
内
田
氏
は
「
配
札
」

と
表
記
）
を
事
例
に
、
そ
の
目
的
を
、
①
特
別
の
名
目
・
大
安
売
の
際
に
発
行
さ
れ
る
も
の
、
②
日
常
的
に
適
用
す
る
も
の
、
③
類
似
商
品

の
駆

逐
を

ね
ら
っ
た
も
の
、
の
三
グ
ル
ー

プ
に
分
類
し
て
い
る
（

	）。
ま
た
、
寛

延
三
年
（
一
七
五
〇
）・
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）・
天
保
十
一
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年
（
一
八
四
〇
）
等
の
引
札
発
行
枚
数
な
ど
を
関
連
資
料
を
用
い
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
内
田
の
研
究
に
お
い
て
特
に
重
要
な

の
は
、
元
文
元
年
の
大
安
売
を
越
後
屋
の
配
札
開
始
の
画
期
と
指
摘
し
、
元
文
元
年
の
史
料
の
文
言
か
ら
天
和
三
年
の
配
札
に
疑
問
を
提
示

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
天
和
三
年
説
を
疑
問
視
し
て
い
る
唯
一
の
研
究
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
い
く
つ
か
の
事
例
に
基
づ
い
て
越
後
屋
の
引
札
発
行
の
具
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
の
、
三
井
文
庫
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
引
札
の
一
部
を
活
用
す
る
の
み
で
全
体
像
を
把
握
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
業
務
日
誌
や
一
件
も
の
の
史
料
の
な
か
に
引
札
に

関
す
る
記
録
が
あ
り
、
先
行
研
究
で
も
使
わ
れ
て
い
る
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
引
札
と
組
み
合
わ
せ
て
検
討
す
る
余
地
は
十
分
に

残
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
引
札
の
文
言
そ
の
も
の
を
比
較
し
た
も
の
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
の
越
後
屋
の
引
札
を
整
理
し
て
一
覧
化
し
、
所
蔵
史
料
に
お
け
る
引
札
の
概
要
を
把
握

す
る
。
次
い
で
、
越
後
屋
の
引
札
を
、
①
同
名
他
店
の
注
意
喚
起
（

�）、
②
見
世
開
、
③
大
安
売
の
三
つ
の
目
的
に
分
け
て
、
配
布
実
態
や
文
言

に
つ
い
て
数
例
ず
つ
具
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
最
後
に
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
い
く
つ
か
の
論
点
提
示
と
残
さ
れ
た
課
題
に

つ
い
て
言
及
し
た
い
。

（

1）
は
じ
め
に
で
は
先
行
研
究
の
整
理
を
行
う
都
合
で
木
版
で
印
刷
し
た
宣
伝
広
告
全
体
を
「
引
札
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、
本
稿
の
第
一
章
か

ら
お
わ
り
に
で
は
越
後
屋
の
史
料
に
み
え
る
「
配
札

く
ば
り
ふ
だ」「
口
上
書
」
を
用
い
た
（
そ
れ
ぞ
れ
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
第
一
章
参
照
）。
配
札
に

つ
い
て
は
、
「
賦
り
札
」
「
賦
札
」
「
配
り
札
」
な
ど
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
「
配
札
」
に
統
一
し
た
。
ま
た
、
よ
り
包
括
的
な
表
現

を
必
要
と
す
る
場
合
「
宣
伝
広
告
」
な
ど
の
表
現
を
用
い
た
。

（

2）
杉
本
徹
雄
「『
引
札
』
に
関
す
る
文
献
的
研
究
」（
『
日
経
広
告
研
究
所
報
』
二
一
〇
号
、
二
〇
〇
三
年
、
二
七
～
三
二
頁
）。

（

3）
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
天
和
三
年
の
引
札
の
文
言
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

駿
河
町
越
後
屋
八
郎
右
衛
門
申
上
候
、
今
度
私
工
夫
を
以
呉
服
物
何
に
不
依
格
別
下
直
ニ
売
出
し
申
候
間
、
私
店
江
御
出
御
買
可
被
下
候
、
何
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方
様
江
茂
為
持
遣
候
儀
ハ
不
仕
候
、
尤
手
前
割
合
勘
定
を
以
売
出
し
候
上
者
壱
銭
に
て
も
空
直
不
申
上
候
間
、
御
ね
き
り
被
遊
候
而
も
負
ハ
無

御
座
候
、
勿
論
代
物
者
即
座
ニ
御
払
可
被
下
候
、
一
銭
に
て
も
延
金
ニ
ハ
不
仕
候
、
以
上

呉
服
物
現
金

駿
河
町
二
丁
目

安
売
無
掛
直

越
後
屋
八
郎
右
衛
門

（

4）
「
現
金
掛
直
な
し
六
十
日
為
替
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
北
一
四
四
五
）。

（

5）
「
現
金
掛
け
直
な
し
六
十
日
為
替
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
新
四
四
三

�四
）。

（

6）
「
無
題
古
書
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
特
九
一

�三
）。
以
後
の
研
究
な
ど
で
主
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
本
史
料
で
あ
る
。

（

7）
「
第
一
稿
本
三
井
家
史
料
北
家
初
代
三
井
高
利
」（
三
井
文
庫
閲
覧
室
配
架
、
七
五
～
七
六
頁
）。

（

8）
『
三
井
事
業
史
』
（
本

�一
、
一
九
八
〇
年
、
三
三
～
三
四
頁
）。

（

9）
斎
藤
隆
三
『
近
世
時
様
風
俗
』
（
三
省
堂
、
一
九
三
五
年
、
一
四
一
頁
）。

（

10）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
以
下
の
史
料
を
確
認
し
た
が
、
引
札
に
関
す
る
記
載
は
管
見
の
限
り
発
見
で
き
な
か
っ
た
。「
武
林
隠
見
録
」（
国
立

公
文
書
館
所
蔵
史
料

一
七
〇

�〇
〇
二
六
・
一
七
〇

�〇
〇
二
七
・
一
七
〇

�〇
〇
三
三
）
、
「
続
武
林
隠
見
録
」
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史

料
一
七
〇

�〇
〇
三
四
）
、
「
続
編
武
林
隠
見
録
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史
料
一
七
〇

�〇
〇
三
五
）。

（

11）
三
井
家
記
録
文
書
の
な
か
に
「
武
林
隠
見
録
之
内
写
之
（
越
後
屋
八
郎
右
衛
門
成
立
附
六
十
日
為
替
金
始
ノ
事
）
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
〇
六
三

�一
一
）
と
い
う
史
料
は
あ
る
も
の
の
、
「
武
林
隠
見
録
」
の
「
越
後
屋
八
郎
右
衛
門
成
立
附
六
十
日
限
為
替
金
始
之
事
」
と
類

似
し
た
文
章
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（

12）

�口
知
子
「
口
絵
大
坂
本
店
引
札
」（
『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
九
号
、
一
九
七
五
年
）。

（

13）
大
伏
肇
『
日
本
の
広
告
表
現
千
年
の
歩
み
』（
日
経
広
告
研
究
所
、
一
九
八
八
年
、
五
二
～
六
〇
頁
）。

（

14）
八
巻
俊
雄
『
日
本
広
告
史
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
、
六
二
～
六
三
頁
）。

（

15）
内
田
九
州
男
「
呉
服
商
と
薬
屋
の
ち
ら
し

�そ
の
発
行
事
情
と
配
布

�」
（
大
阪
引
札
研
究
会
編
『
大
阪
の
引
札
・
絵
び
ら
』
東
方
出
版
、

一
九
九
二
年
、
一
二
九
～
一
三
七
頁
）
。
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（

16）
な
お
内
田
は
②
で
は
大
坂
本
店
の
引
札
、
③
で
は
江
戸
本
店
・
江
戸
向
店
の
引
札
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
本
稿
第
二
章
で
言
及
す
る
が
、
こ

の
二
つ
は
両
方
と
も
同
名
他
店
の
注
意
を
促
す
も
の
と
い
え
る
た
め
、
本
稿
で
は
同
じ
分
類
の
広
告
と
し
て
扱
っ
た
。

（

17）
本
稿
で
は
越
後
屋
と
無
関
係
の
同
名
の
他
店
に
行
か
な
い
よ
う
に
客
に
注
意
を
促
す
こ
と
を
便
宜
的
に
「
同
名
他
店
の
注
意
喚
起
」
と
表
現

し
て
い
る
。

一
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
の
越
後
屋
の
宣
伝
広
告

1

越
後

屋
の

宣
伝

広
告

の
残

存
状

況

ま
ず
、
三
井
文
庫
に
残
る
三
井
越
後
屋
の
宣
伝
広
告
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
三
井
文
庫
所
蔵
の
宣
伝
広
告
は
、
①
三
井
家
記
録
文
書
、
②

参
考
図
書
、
③
特
番
号
史
料
、
に
含
ま
れ
て
い
る
。
②
③
は
三
井
家
編
纂
室
な
い
し
戦
前
・
戦
後
の
三
井
文
庫
で
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

①
の
配
札
の
原
所
蔵
者
は
三
井
家
記
録
文
書
目
録
（
１
）に
よ
る
と
全
て
京
本
店
と
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、
京
本
店
に
は
各
営
業
店
か
ら
配

札
の
サ
ン
プ
ル
が
送
ら
れ
て
き
た
り
、
京
本
店
が
各
営
業
店
の
配
札
の
版
下
・
版
木
を
作
成
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
越
後
屋
各

営
業
店
の
作
成
し
た
全
て
の
配
札
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
一
部
が
京
本
店
に
残
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第

1表
は
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
に
お
け
る
越
後
屋
の
宣
伝
広
告
の
作
成
年
・
作
成
店
・
点
数
・
分
類
・
配
布
目
的
・
史
料
番
号
を
一
覧
し

た
も
の
で
あ
る
。
三
井
文
庫
に
残
る
越
後
屋
の
宣
伝
広
告
は
現
時
点
で
四
八
種
七
六
点
確
認
で
き
る
（
一
部
写
し
と
下
書
を
含
ん
で
い
る
）。

内
訳
は
、
江
戸
本
店
で
五
種
六
点
、
江
戸
向
店
で
四
種
五
点
、
江
戸
本
店
・
向
店
連
署
で
二
種
二
点
、
江
戸
芝
口
店
で
三
種
三
点
、
大
坂
本

店
で
二
五
種
五
一
点
、
京
六
条
店
（
２
）で
九
種
九
点
と
な
っ
て
い
る
。
大
坂
本
店
の
宣
伝
広
告
が
群
を
抜
い
て
多
く
残
っ
て
お
り
、
版
木
も
一
点

存
在
す
る
。
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第1表 三井文庫所蔵史料の現存宣伝広告一覧

No. 年 江本 江向 江芝 大本 六条
配札/
口上書

目的 史料番号

1 享保以前ヵ 1 口上書 店紹介 本2168�1

2 享保以前ヵ 2 口上書 店紹介 本2168�9・32

3 享保以前ヵ 1 口上書 店紹介 本2168�34

4 享保14年以前 1 口上書 店紹介 本2168�11

5 享保16年以前 1 口上書 店紹介 本2168�10

6 享保16年以前 1 口上書 店紹介 本2168�44

7 元文元年 1 配札 大安売 本2170

8 寛延3年 1 配札 大安売 本2168�2

9 宝暦7年 1 口上書 店紹介 本2168�3

10 宝暦14年11月 2 口上書 大安売 D423�47

11 明和7年ヵ 4 口上書 店紹介 本2168�12・59，
D423�48（2点）

12 明和9年 2 配札 大安売 本2168�49，D423�49

13 安永9年 3 配札 年賀商 本2168�4・33・47

14 天明5年正月 1 配札 冥加商 本2168�31

15 寛政6年（他出） 4 配札 見世開 本2168�35・51・52・64

16 寛政6年（市中） 1 配札 見世開 本2168�53

17 文化5年 1 配札 見世開 本2168�26

18 文化6年3月 1 配札 見世開 本2168�28

19 文化6年8月 2 配札 見世開 本2168�27・29

20 文化6年10月 1 配札 御礼商 本2168�30

21 文政3年 1 配札 見世開 特855

22 文政3年 1 配札 見世開 本1152�13

23 文政4年 1 配札 大安売 本2168�48

24 文政8年 2 配札 見世開 本2168�5・39

25 文政8年 1 配札 見世開 本2168�6

26 文政9年 1 口上書 大安売 本2168�36

27 文政9年 1 口上書 大安売 本2168�7

28 天保8年 2 口上書 見世開 本1281�8

29 天保11年（他出） 6 配札 見世開 本2168�46・50・56・
60・62・67

30 天保11年（市中） 6 配札 見世開 本2168�57・58・61・
63・65・66

31 天保13年 1 配札 見世開 本2168�8

32 明治3年 2 配札 大安売 D423�50，D450�19

33 明治4年 1 配札 大安売 本2168�38

34 明治8年 1 配札 店移転 D423�51

35 酉8月（市中） 1 口上書 大安売 本2168�54

36 酉8月（他出） 1 口上書 大安売 本2168�55

37 酉8月 4 口上書 大安売 本2168�14・40・41・42

38 酉9月（市中） 1 口上書 大安売 本2168�13

39 酉9月（他出） 1 口上書 大安売 本2168�15



現
存
宣
伝
広
告
の
う
ち
、
複
数
枚
残
っ
て
い
る
も
の
も
数
種
類
あ
る
。
同
一

配
札
で
最
多
残
存
枚
数
は
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
大
坂
本
店
の
見
世
開

の
も
の
で
あ
る
。
天
保
八
年
の
大
塩
平
八
郎
の
乱
で
類
焼
し
た
大
坂
本
店
の
本

普
請
が
完
了
し
た
後
に
大
々
的
に
開
催
し
た
見
世
開
（
開
店
セ
ー
ル
）
で
作
成

し
た
も
の
で
、
大
坂
市
中
向
け
と
他
所
向
け
の
配
札
が
六
枚
ず
つ
残
っ
て
い
る
。

次
い
で
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
頃
に
は
存
在
し
て
い
た
同
名
他
店
の
注
意
書
、

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
見
世
開
告
知
、
酉
八
月
（
年
不
明
）
の
大
安
売
の

告
知
が
四
枚
ず
つ
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
大
坂
本
店
の
も
の
で
あ
る
。

三
井
文
庫
に
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
以
上
に
他
種
類
・
多
数
の
越
後
屋
の
宣

伝
広
告
が
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
３
）。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
多
く
の
宣
伝
広
告
が
三
井
文
庫
に
残
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
が
越
後
屋
で
作
成
さ
れ
た
全
て
で
は
な
い
。
そ
れ
は
越
後
屋
の
業
務
日
誌

に
出
て
く
る
記
事
の
数
か
ら
も
わ
か
る
。
「
永
書
」
「
名
代
言
送
帳
」
「
会
所
諸

用
留
」
な
ど
の
越
後
屋
京
本
店
の
業
務
記
録
に
は
各
営
業
店
の
配
札
の
記
述
が

し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
各
店
舗
か
ら
京
本
店
へ
の
配
札
の
許
可
願
い
や
、
文
案

の
相
談
、
実
施
結
果
の
報
告
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
大
元
方
の
寄
会
記
録
で
あ

る
「
会
日
落
着
帳
」
「
寄
会
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
見
世
開
や
店

普
請
の
一
件
史
料
に
配
札
の
記
事
を
含
む
場
合
も
あ
る
。
江
戸
・
大
坂
の
営
業
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No. 年 江本 江向 江芝 大本 六条
配札/
口上書

目的 史料番号

40 年不明 1 口上書 大安売 本2168�18

41 年不明 1 口上書 店紹介 本2168�19

42 年不明 1 口上書 店紹介 本2168�20

43 年不明 1 口上書 店紹介 本2168�21

44 年不明 1 口上書 店紹介 本2168�22

45 年不明 1 口上書 大安売 本2168�23

46 年不明 1 口上書 大安売 本2168�24

47 年不明 1 口上書 大安売 本2168�25

48 年不明 1 配札 大安売 本2168�69

種類 7 4 3 25 9 48

点数 8 5 3 51 9 76

注） 1.江本は江戸本店、江向は江戸向店、江芝は江戸芝口店、大本は大坂本店、六条は京六条店を指す。

江戸本店の種類・点数には江戸本店・江戸向店連名分も含む。

2.年は「三井家記録文書目録」に記載されているものを基にしているが、一部修正した。

3.本稿ではNo.21寛政6年までを検討対象としている。

4.イタリック体の箇所は推定。

5.史料番号の本は三井家記録文書、Dは参考図書として所蔵している史料、特は特番号史料である。
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第2表 18世紀の宣伝広告に関する業務日誌の記事

No. 年 記事日付 店 内容
現存する
引札

出典

1 享保9年 8月16日 本町一丁
目店

江戸本店名代より配札の実施許可
願い。札下書を大元方で評議。了
承。

別2651

2 享保10年 5月22日 大坂本店 大坂本店より配札の実施許可願い。
宿入手代らによる家名名乗りへの
対応のため。

別2651

3 享保13年 10月2日 大坂本店 大坂本店配札の改正版完成。元方
へ提出、一覧。

別2652

4 享保16年 2月1・20日 大坂本店 大坂向店統合による見世開。配札
実施。

本123

5 元文元年 6月15・29日 江戸本店・
大坂本店

大安売の状況報告。配札実施。 第1表
No.7

本123

6 元文2年 10月7日 本町一丁
目店

配札実施のため下書到来。文言を
三井同苗と京本店重役等で修正し、
返送。

本123，
別1754

7 寛延3年 11月3日 大坂本店 木綿類大安売の配札実施許可願い。
元方寄会で評議し許可。配札の版
木を送付。

第1表
No.8

別1755

8 11月30日 江戸本店・
江戸向店

木綿類大安売の報告。口上書を作
成し、11月11日より売上手形に添
付して客に渡す。

別1755

9 宝暦7年 9月2日 江戸本店・
江戸向店

江戸本店に初来店した客・遠国の
衆中の売上手形に添付する口上書
を改正。版木を江戸に送付。

第1表
No.9

別1755

10 宝暦14年 11月29日 大坂本店 売上手形に添付する口上書。 第1表
No.10

別1756

11 明和3年 8月20日 江戸本店 大安売の配札実施。 別1757

12 8月20日 江戸向店 大安売の配札実施。 別1757

13 11月1日 江戸芝口
店

一丁目から芝口への移転案内の配
札。

別1757

14 明和4年 11月8日 江戸芝口
店

10月29日までに配札を配布済。 別1757

15 明和5年 10月7日 江戸芝口
店

蛭子講商いの配札実施。 別1757

16 明和7年 5月29日 大坂本店 岩城桝屋の夏物類大安売りに対抗。
京都で口上書を作成。来店客への
手渡しと得意客への持参。

別1757

17 明和8年 3月27日 江戸芝口
店

夏物類の売出のため配札実施。見
本1部到来。

別1757

18 11月8日 江戸芝口
店

11月1日より大安売開始。配札の
事前実施が効いたのか評判が良い。

別1757

19 明和9年 10月30日 江戸本店・
江戸向店

※3月3日、行人坂の大火で江戸
両店類焼。11月1日の見世開の配
札見本到来。

本125，
別1757

20 11月4日 大坂本店 11日から大安売実施予定。配札の
実施計画を相談。配札に添える慶
物を京都で調達。

本125，
別1757
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No. 年 記事日付 店 内容
現存する
引札

出典

21 11月5日 大坂本店 配札の判下3種完成したため大坂
送付。明日より配り開始。11日か
ら大安売予定。

本125，
別1757

22 11月7日 大坂本店 大坂より配札の刷り上がりサンプ
ル2部到来。

本125，
別1757

23 11月9日 江戸芝口
店

江戸本店・向店に便乗して大安売。
配札実施。

本125，
別1757

24 11月10日 大坂本店 大坂で配布予定の配札文言の写し。 第1表
No.12

本125，
別1757

25 11月16日 江戸本店・
江戸向店

見世開の状況報告。 本125

26 11月24日 江戸本店・
江戸向店

見世開の状況報告。 本125

27 12月23日 大坂本店 大安売成功につき早春より諸問屋
への配札の実施許可願い。了承。

本125，
別1757

28 安永2年 4月7日 江戸芝口
店

江戸両店に呼応した売出。配札を
実施。

本125，
別1758

29 安永4年 4月10日 江戸芝口
店

4月1日より夏物・冬物大安売り
の口上書を配布。

別1758

30 10月22日 江戸芝口
店

11月1日より大安売の配札を配布。
見本1通到来。

別1758

31 安永6年 4月6日 江戸芝口
店

4月1日に配札実施。 別1758

32 安永9年 3月 大坂本店 開店100周年の年賀商を開催。配
札実施。

第1表
No.13

本764，
別1759，
別856

33 天明5年 9月7日 江戸芝口
店

2月実施の冥加商について言及あ
り。

第１表
No.14

別409

34 天明7年 4月9日 江戸本店・
江戸向店

京本店関係者が筆で認める。ねぎ
らいのため執筆衆に料理振るまい。

本1452，
別1760

35 寛政6年 11月 大坂本店 見世開により配札実施。 第1表
No.15・16

別1761，
本1150

出所） いずれも三井文庫所蔵史料である。別2651は「会日落着帳」、別2652は「寄会帳」、本123・125は

「永書」、別1754～1761は「名代言送帳」。本764は「会所諸用留」、別856は「証無番状留」、別409は

「江戸大坂証番状留」、本1452は「天明七年未春江戸本店向店配札諸入用証書」、本1150は「大坂本店

見世開一巻」である。



店
側
の
記
録
で
は
な
い
た
め
漏
れ
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
各
営
業
店
の
宣
伝
広
告
の
実
施
状
況
の
一
部
を
垣
間
見
る
こ
と
は
で
き
る
。

越
後
屋
京
本
店
の
業
務
日
誌
に
見
え
る
宣
伝
広
告
関
係
記
事
を
第

2表
に
ま
と
め
た
（
残
存
す
る
配
札
の
有
無
も
記
載
し
た
）
。
本
稿
で

は
一
八
世
紀
分
の
み
を
掲
載
し
て
い
る
。
現
物
の
残
っ
て
い
る
以
上
に
多
く
の
宣
伝
広
告
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
特
に
芝

口
店
は
、
現
存
す
る
配
札
は
最
も
少
な
い
三
点
だ
が
、
日
誌
を
見
る
と
、
特
に
明
和
・
安
永
期
に
お
い
て
高
頻
度
で
配
札
を
作
成
・
配
布
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
四
月
の
夏
物
大
安
売
や
十
一
月
の
大
安
売
（
七
五
三
や
正
月
な
ど
を
見
越
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
で
配

札
を
行
い
、
明
和
五
年
十
月
に
は
「
蛭
子
講
商
」
と
称
し
た
大
安
売
で
配
札
を
行
っ
て
い
る
（
４
）。
芝
口
店
は
明
和
三
年
に
尾
張
町
の
恵
比
須
屋
・

亀
屋
な
ど
、
越
後
屋
の
同
業
他
店
に
対
抗
す
る
た
め
に
本
町
一
丁
目
か
ら
芝
口
一
丁
目
に
移
転
さ
せ
た
店
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
大
安
売
は
同

業
他
店
に
客
を
奪
わ
れ
な
い
た
め
の
対
抗
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。
越
後
屋
で
は
現
物
は
残
っ
て
い
な
い
も
の
の
様
々
な
機
会
に
配
札
を
実
施

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

2

木
版

印
刷

の
口

上
書

と
こ
ろ
で
、
越
後
屋
の
宣
伝
広
告
の
木
版
印
刷
物
に
は
、
配
札
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
と
、
口
上
書
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
配
布
方
法
や
用
途
が
異
な
っ
て
い
た
。
本
稿
で
は
木
版
印
刷
の
宣
伝
広
告
を
配
札
と
口
上
書
で
分
類
し
た
。
第

1表
で
も
「
配
札
／

口
上
書
」
と
い
う
項
目
を
立
て
た
。
こ
れ
は
配
札
の
内
、
口
上
書
と
呼
ば
れ
て
い
る
刷
物
を
識
別
す
る
た
め
に
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
配
札

と
は
不
特
定
多
数
の
相
手
に
対
し
て
行
う
宣
伝
広
告
で
あ
り
、
口
上
書
と
は
越
後
屋
で
買
物
し
た
客
へ
売
上
手
形
に
添
え
て
渡
す
も
の
で

あ
る
（
５
）。
三
井
家
記
録
文
書
目
録
に
お
い
て
こ
れ
ら
は
配
札
と
し
て
統
一
さ
れ
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
引
札
と
し
て
一
括
し
て
扱
わ
れ
て
き

た
が
、
正
確
に
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

少
し
事
例
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。
以
下
に
引
用
す
る
の
は
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
年
）
の
口
上
書
作
成
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
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［
史
料
一
（
６
）］

一
一
昨
日
松
本
氏
ニ
認
さ
せ
板
下
差
下
し
候
処
、
則
板
行
彫
方
出
来
ニ
付
、
色
半
切
ニ

�ら
せ
見
世
ニ
登
り
候
、
則
左
之
通

口
上

前
々
よ
り
御
蔭
を
以
見
世
繁
昌
仕
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ニ
当
年
閏
月
も
御
座
候
ニ
付
、
夏
物
類
数
多
御
用
承
度
奉
存
、
諸
品
買

元
至
極
吟
味
仕
向
能
下
直
ニ
大
数
仕
入
申
候
ニ
付
、
何
れ
之
品
も
地
性
宜
物
格
別
下
直
ニ
奉
指
上
候
、
乍
憚
外
々
を
も
御
見
競
被

遊
不
相
変
少
々
之
御
用
向
ニ
而
茂
被
為
仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
右
大
安
売
仕
候
段
御
披
露
奉
申
上
候
、
憚
多
御
座
候
得
共
、

無
御
替
ら
せ
見
世
江
御
出
被
遊
被
下
、
数
々
御
覧
之
上
幾
久
御
用
被
為
仰
付
被
下
候
様
奉
希
上
候
、
以
上

大
坂
高
麗
橋
一
町
目

（
丸
印
）

三
井

右
之
通
相
認
見
世
江
御
出
被
遊
候
御
方
々

�ニ
外
御
徳
意
様
方
へ
右
口
上
書
致
持
参
候
様
ニ
御
座
候

こ
れ
は
京
本
店
の
業
務
日
誌
の
一
部
で
あ
る
。
大
坂
本
店
で
は
大
安
売
に
際
し
て
口
上
書
を
作
成
し
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
京
本
店

で
は
奉
公
人
で
あ
っ
た
松
本
氏
（
後
述
）
に
判
下
を
書
か
せ
て
大
坂
本
店
に
送
り
、
大
坂
本
店
で
は
速
や
か
に
版
木
を
作
成
し
、
半
切
の
色

紙
に

�っ
た
口
上
書
の
見
本
を
京
本
店
に
送
っ
て
き
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
７
）。
末
尾
に
「
相
認
」
と
あ
る
が
、
冒
頭
部
分
か
ら
刷
物
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
坂
本
店
の
口
上
書
は
京
本
店
で
判
下
を
作
成
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
、
色
紙
に

�る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

こ
こ
で
は
特
に
頒
布
方
法
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
時
の
口
上
書
は
来
店
し
た
客
に
渡
す
か
、
得
意
客
に
持
参
す
る
形
で
頒
布
す
る
予
定
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

も
う
一
点
、
口
上
書
の
文
言
を
み
て
み
た
い
。
配
札
と
口
上
書
と
の
関
係
性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
事
例
で
あ
る
。
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［
史
料
二
（
８
）］
第

1表
の

37

口
上

一
当
秋
呉
服
物
一
切
木
綿
・
真
綿
、
其
外

唐
物
類
大
下
直
ニ
仕
、
差
上
申
候
、
此
段

配
札
ヲ
以
御
知
せ
奉
申
上
度
奉
存
候
得
共
、

口
上
書
ニ
而
奉
申
上
候
、
乍
憚
御
一
家
様
方
へ
も

宜
敷
御
沙
汰
被
成
下
、
乍
御
慰
御
出

諸
品
御
覧
被
遊
可
被
下
候
、
右
諸
代
物
別
而

下
直
ニ
差
上
候
趣
奉
申
上
度
如
斯
御
座
候
、
以
上

酉
八
月

こ
れ
は
大
坂
本
店
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
年
不
明
の
口
上
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
年
の
秋
に
呉
服
物
・
木
綿
・
真
綿
・

唐
物
類
を
大
安
売
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
配
札
で
告
知
す
る
と
こ
ろ
だ
が
口
上
書
で
通
知
し
た
、
と
あ
る
。
大
安
売
の
告
知
方

法
と
し
て
配
札
の
方
が
丁
寧
で
口
上
書
の
方
が
簡
易
な
告
知
で
あ
る
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
大
安
売
開
始
間
際
の
告
知
に
な
っ
た
た
め

か
、
配
札
で
な
く
口
上
書
の
形
で
売
上
手
形
に
添
付
し
て
告
知
す
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
厚
勤
録
控
帳
（
９
）」
と
い
う
越
後
屋
の
手
代
の
売
上
記
録
な
ど
を
記
し
た
勤
務
評
価
の
史
料
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
主
に
売
場
別

の
売
上
額
を
記
載
し
て
い
る
の
だ
が
、
享
保
十
五
年
秋
か
ら
元
文
五
年
春
の
一
一
年
（
二
〇
季
）
に
か
け
て
売
高
と
は
別
に
「
勧
物
」
「
益
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印
」
「
勘
定
所
益
印
」
な
ど
の
項
目
が
あ
り
、
そ
こ
に
、

江
戸
本
店
と
江
戸
向
店
の
手
代
一
人
一
人
の
配
っ
た
「
配

札
」
の
枚
数
も
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
は
売
場
担
当
手
代

が
売
場
で
売
上
手
形
に
添
え
て
客
に
渡
し
た
り
、
得
意
客

を
訪
れ
て
手
渡
し
し
た
も
の
で
、
前
述
し
た
口
上
書
に
近

い
も
の
だ
ろ
う
。
「
厚
勤
録
控
帳
」
段
階
の
売
上
額
は
配

属
手
代
の
協
同
成
績
で
あ
り
（
後
に
売
場
ご
と
に
細
分
化

さ
れ
る
と
売
高
も
個
人
成
績
と
な
る
）
、
配
札
の
枚
数
は

手
代
の
個
人
成
績
と
な
っ
て
い
る
。
配
札
の
枚
数
が
手
代

の
評
価
基
準
に
な
っ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
江
戸
本
店
の
み
に
注
目
し
て
み
る
と
、
配
札
記

録
の
あ
る
手
代
は
一
〇
七
名
で
、
合
計
配
布
枚
数
の
最
多

の
手
代
で
二
〇
〇
〇
枚
余
、
最
小
の
手
代
で
五
枚
、
平
均

五
五
〇
枚
で
あ
る
。
第

3表
に
配
布
枚
数
の
多
い
手
代
や

部
局
上
位
二
〇
位
を
抽
出
し
た
。
売
場
配
属
期
間
に
長
短

あ
る
も
の
の
、
こ
こ
に
載
っ
て
い
る
手
代
は
配
属
期
間
中

に
一
〇
〇
〇
枚
以
上
配
っ
て
い
る
（
二
一
位
以
下
の
配
布

数
は
三
桁
に
な
る
）
。
ま
た
、
第

4表
に
江
戸
本
店
分
の

244

単位 枚

19 享保20 元文元 元文2 元文3 元文4 元文5
合計

秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春

85 620 85 100 120 145 2,010

1,500 1,500

750 100 105 130 165 1,480

50 148 180 178 186 193 240 230 1,405

160 650 150 180 1,400

95 254 100 140 138 200 200 200 1,397

50 143 90 150 125 160 163 162 165 170 1,378

95 100 135 160 155 1,345

85 105 180 190 170 1,345

900 95 120 140 1,305

90 430 80 93 1,256

150 135 150 163 205 215 230 1,248

110 140 190 203 190 205 200 1,238

202 100 170 150 172 185 200 1,209

95 85 140 146 220 228 203 1,147

775 75 85 205 1,140

80 255 70 160 170 105 153 127 1,120

105 200 193 193 208 185 1,084

105 785 1,083

85 80 210 212 225 225 1,037



合
計
枚
数
を
集
計
し
た
。
こ
の
期
間
、
恒
常
的
に
配
札
が

計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
享
保
十
六
年
春
・
享

保
二
十
年
春
の
配
札
枚
数
が
突
出
し
て
お
り
、
元
文
元
年

秋
以
降
の
枚
数
が
増
加
し
て
い
る
。
前
者
の
理
由
は
現
時

点
で
不
明
だ
が
、
後
者
は
第
四
章
で
検
討
す
る
元
文
元
年

の
大
安
売
に
よ
る
人
入
群
集
の
効
果
と
思
わ
れ
る
。
大
坂

本
店
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
本
店
・
向
店
に
お
い
て
も
、
売

場
の
担
当
手
代
ら
が
客
に
対
し
て
配
札
（
≒
口
上
書
）
を

渡
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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第4表 売場手代配布

数合計値 単位 枚

年 季 合計

享保15 秋 650

享保16
春 3,330

秋 1,630

享保17
春 1,968

秋 1,735

享保18
春 1,660

秋 1,658

享保19
春 1,568

秋 1,940

享保20
春 8,879

秋 1,773

元文元
春 2,012

秋 3,000

元文2
春 3,185

秋 3,858

元文3
春 4,069

秋 3,950

元文4
春 3,873

秋 4,000

元文5 春 4,070

合計 58,808

出所）「厚勤録控帳」（三井

文庫所蔵史料 別129）。

第3表 「厚勤録控帳」にみえる配札配布数上位20名

享保15 享保16 享保17 享保18 享保

秋 春 秋 春 秋 春 秋 春

平七 25 110 70 250 110 110 90 90

屋敷方

源七 90 80 60

幸八

彦次郎 60 50 150

源八 70

庄八

弥八 20 100 60 110 80 100 150 80

孫八 60 130 100 110 120 95

定次郎 50

彦兵衛 10 88 180 120 95 70

十次郎

兵介

助三郎 30

弥四郎 30

庄助

彦四郎

彦介

藤八 8 120 65

嘉兵衛

出所）「厚勤録控帳」（三井文庫所蔵史料 別129）。



3

京
都

に
お

け
る

配
札

作
成

へ
の

関
与

先
述
し
た
よ
う
に
、
越
後
屋
の
京
本
店
は
江
戸
・
大
坂
の
各
営
業
店
の
配
札
作
成
に
関
与
し
て
い
た
が
、
京
本
店
だ
け
で
な
く
三
井
の
事

業
の
統
括
機
関
で
あ
る
大
元
方
も
し
ば
し
ば
作
成
に
関
与
し
て
い
た
。

［
史
料
三
（

�）］

江
戸
一
町
目
店
、
此
度
札
賦
り
申
度
段
江
戸
本
店
名
代
共
よ
り
申
越
、
札
下
書
差
越
致
評
儀
候
処
差
而
差
支
も
相
見
え
不
申
ニ
付
、
弥

其
通
致
候
様
ニ
と
申
渡
ス

史
料
三
は
大
元
方
の
会
議
記
録
「
会
日
落
着
帳
」
の
一
節
で
あ
る
。
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
八
月
に
江
戸
一
丁
目
店
（

�）が
配
札
を
計
画
し

た
際
の
も
の
で
、
業
務
記
録
類
で
確
認
で
き
る
最
初
の
配
札
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
大
元
方
で
は
大
元
方
担
当
役
人
に
よ
る
会
議
（
元
方

寄
会
と
い
う
）
が
定
期
的
に
開
か
れ
て
お
り
、
三
井
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
て
い
た
。
こ
の
寄
会
に
お
い
て
、
江
戸
一
町
目
店
が
配

札
を
企
画
し
て
い
る
と
江
戸
本
店
名
代
か
ら
京
本
店
に
連
絡
が
あ
り
、
配
札
の
下
書
も
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
評
議
の
結
果
、

大
元
方
は
支
障
無
い
と
判
断
し
文
言
そ
の
ま
ま
に
了
承
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
大
元
方
に
お
い
て
、
呉
服
店
部
門
の
配
札
の
文
言
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
大
坂
本
店
の
配
札
で
も
大
元
方
と
京
本
店
が
関
わ
っ
て
い
る
。

［
史
料
四
（

�）］

当
秋
綿
作
宜
敷
大
下
直
ニ
相
成
候
ニ
付
、
幸
の
時
節
と
大
坂
本
店
よ
り
木
面
類
大
安
売
之
配
札
相
廻
シ
申
度
段
相
願
申
来
候
ニ
付
、
則
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先
月
廿
六
日
元
方
御
寄
会
之
上
、
御
聞
済
被
遊
候
ニ
付
、
則
配
札
文
言
等
吟
味
之
上
於
京
都
ニ
松
本
又
四
郎
相
認
柳
馬
場
六
角
下
ル
町

東
側
板
木
屋
平
兵
衛
方
ニ
て
誂
申
候
、
尤
左
之
通

板
木
彫
代

一
枚
ニ
付
シ
サ
ゝ

（
十
五
匁
）

（
以
下
略
）

史
料
四
は
京
本
店
の
業
務
日
誌
「
名
代
言
送
帳
」
の
一
節
で
あ
る
。
寛
延
三
年
秋
は
綿
作
の
出
来
が
良
く
価
格
も
極
め
て
安
値
だ
っ
た
ら

し
い
。
そ
こ
で
大
坂
本
店
で
は
木
綿
類
の
大
安
売
を
企
図
し
そ
の
配
札
実
施
の
許
可
を
京
本
店
に
願
い
出
た
。
京
本
店
で
は
大
元
方
に
お
け

る
元
方
寄
会
（

�）で
こ
の
大
安
売
の
実
施
の
判
断
を
仰
い
で
い
る
（

�）。
元
方
寄
会
に
お
い
て
大
安
売
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
京
本
店
は
配
札
の
文
言

を
吟
味
し
、
京
本
店
の
松
本
又
四
郎
（

�）に
版
下
を
書
か
せ
、
版
木
屋
平
兵
衛
に
版
木
を
彫
ら
せ
た
（
版
木
は
一
枚
銀
一
五
匁
）
。
各
営
業
店
が

大
安
売
の
許
可
を
京
本
店
に
求
め
、
大
元
方
の
承
認
を
受
け
て
京
本
店
で
大
安
売
の
実
施
を
許
可
し
、
配
札
の
文
言
・
版
木
を
用
意
す
る
場

合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
こ
の
時
の
配
札
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。

ま
た
、
呉
服
店
部
門
の
会
議
で
あ
る
月
次
寄
会
で
文
言
を
検
討
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

［
史
料
五
（

�）］

江
戸
一
町
目
店
配
札
、
先
達
而
認
来
候
処
、
当
六
日
月
次
御
寄
会
之
上
、
主
中
様
方
・
元
〆
・
名
代
御
評
儀
之
上
、
文
言
少
々
思
召
入

有
之
、
則
当
方

	認
替
指
下
し
申
候
、
尤
右
案
体
彼
地
店
よ
り
来
り
候
配
り
札


当
地
ニ
而
御
偏
被
遊
候
文
言
共
名
代
云
送
に
扣
有
之

候
事
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史
料
五
は
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
、
江
戸
一
丁
目
店
が
配
札
の
改
正
を
希
望
し
文
案
を
京
本
店
に
送
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
京
本
店
の
月
次
寄
会
に
お
い
て
三
井
同
苗
（
主
中
様
）
・
元
〆
・
名
代
で
評
議
し
た
と
こ
ろ
、
文
言
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
添
削

文
を
作
成
し
て
江
戸
に
下
し
た
ら
し
い
。
こ
こ
で
文
言
を
「
名
代
云
送
」
に
控
え
て
い
る
と
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
京
本
店
の
業
務
日
誌

「
名
代
言
送
帳
」
に
は
実
際
に
添
削
前
と
添
削
後
の
文
言
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（

�）。
三
井
同
苗
・
元
〆
・
名
代
ら
が
具
体
的
に
文
言
の
修
正
に

関
与
し
、
そ
の
結
果
を
営
業
店
に
送
り
返
す
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
例
み
て
み
よ
う
。
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
八
月
、
江
戸
本
店
は
京
本
店
に
五
種
の
配
札
案
文
を
送
付
し
た
。
京
本
店
は
文
言
を

吟
味
し
て
版
下
を
新
た
に
作
成
し
て
送
り
返
し
、
江
戸
で
版
木
を
彫
ら
せ
る
予
定
に
し
て
い
る
。（「
江
戸
よ
り
案
文
五
枚
認
来
候
上
、
猶
又

当
方
ニ
而
打
寄
相
談
之
上
文
言
究
メ
候
而
、
別
板
下
相
認
、
今
夕
指
下
ス
（
中
略
）
右
之
通
於
江
戸
彫
ら
せ
申
積
也
（

�）」
）
。
各
営
業
店
が
文
案

を
提
示
し
、
京
本
店
が
添
削
の
上
で
版
下
の
作
成
ま
で
行
い
、
各
営
業
店
が
版
木
作
成
と
配
札
の
量
産
を
行
う
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
場
合
も
完
成
品
の
見
本
は
各
営
業
店
か
ら
京
本
店
に
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。
京
都
の
大
元
方
や
京
本
店
が
文
言
の
添
削
や
判
下
・

版
木
作
成
に
関
与
す
る
場
合
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
（
如
何
な
る
場
合
に
お
い
て
大
元
方
が
関
与
す
る
の
か
は
明
ら
か
に
で
き
て
お
ら
ず
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
）。

各
営
業
店
が
京
本
店
に
配
札
の
見
本
を
送
る
の
み
の
こ
と
も
あ
っ
た
。
明
和
年
間
の
江
戸
芝
口
店
で
は
し
ば
し
ば
大
安
売
を
実
施
し
て
い

る
が
、
京
本
店
に
実
施
の
判
断
を
仰
い
だ
り
配
札
の
文
案
を
提
出
し
た
り
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
明
和
八
年
三
月
の
業
務
日
誌
に
「
芝
口
店

夏
物
類
配
り
札
相
廻
し
候
ニ
付
揚
り
判
壱
枚
登
り
申
候
（

�）」
と
あ
り
、
芝
口
店
の
夏
物
類
大
安
売
に
際
し
て
頒
布
し
た
配
札
の
仕
上
が
り
判
が

一
枚
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。
各
営
業
店
の
判
断
で
板
下
・
板
行
・

�り
を
行
う
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
関
与
の
度
合
い
は
様
々
だ

が
、
大
元
方
や
京
本
店
は
重
要
度
の
高
い
大
安
売
や
見
世
開
な
ど
で
配
札
作
成
に
関
与
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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（

1）
三
井
文
庫
閲
覧
室
配
架
。
な
お
、
三
井
文
庫
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
て
目
録
公
開
し
て
い
る
（
h
ttp

://
m
itsu

i-b
u
n
k
o
.o
r.jp

/

b
u
n
k
o
_
d
a
ta
/
m
o
k
u
ro

k
u
/
a
m
k
m
.h
tm

l）
。

（

2）
京
六
条
店
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
六
条
上
珠
数
屋
町
で
初
期
の
重
役
・
小
林
善
次
郎
を
店
名
前
と
し
て
開
店
し
た
呉
服
現
銀
売
を
行

う
店
で
あ
る
。
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
に
小
林
へ
譲
渡
さ
れ
た
（『
三
井
事
業
史
』
史
料

�一
、
一
九
七
三
年
、
七
六
八
頁
）。
現
存
す
る
九

点
の
配
札
は
三
井
の
店
だ
っ
た
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
か
、
小
林
の
店
に
な
っ
て
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
か
判
断
で
き
な
い
。
京
六
条
店
の
よ
う

な
重
役
名
前
の
店
の
宣
伝
広
告
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
て
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
実
態
解
明
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（

3）
他
に
も
他
の
呉
服
店
や
商
家
の
配
札
も
若
干
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
目
録
抄
（
一
）
」
（
『
三
井
文
庫
論
叢
』

二
五
、
一
九
九
二
年
）
、
「
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
目
録
抄
（
二
）」（『

三
井
文
庫
論
叢
』
二
六
、
一
九
九
三
年
）
で
検
索
可
能
で
あ
る
。

（

4）
安
永
元
年
秋
季
の
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
二
九
六
九
）
に
明
和
四
年
亥
春
か
ら
安
永
元
年
辰
秋
ま
で
の
江
戸
芝

口
店
の
配
札
・
慶
物
・
暖

�代
等
と
し
て
金
四
三
両
三
歩
、
銀
二
五
貫
五
八
一
匁
九
分
八
厘
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
期
の
越
後
屋
と

同
業
他
店
の
来
店
者
数
調
査
も
残
っ
て
い
る
（
下
向
井
紀
彦
「
三
井
越
後
屋
に
よ
る
自
他
店
比
較
に
関
す
る
一
考
察
」
『
三
井
文
庫
論
叢
』
四

八
、
二
〇
一
四
年
）
。
尾
張
町
の
恵
比
須
屋
・
亀
屋
な
ど
を
意
識
し
た
販
売
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
明
和
年
間
か
ら
安
永
初
年

に
か
け
て
の
定
期
的
な
大
安
売
は
一
連
の
も
の
だ
ろ
う
。

（

5）
売
上
手
形
に
つ
い
て
は
内
田
氏
も
論
文
中
で
図
版
入
り
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
内
田
氏
の
紹
介
し
て
い
る
の
は
売
上
手
形
で
は
な
く
、
売
上

手
形
に
捺
す
大
坂
本
店
の
印
章
で
あ
る
（
左
図
参
照
）。
江
戸
と
大
坂
以
外
に
出
店
は
無
い
こ
と
を
記
載
し
た
案
内
で
あ
る
。
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第1図

大坂本店印章



（

6）
「
名
代
云
送
聴
書
」
明
和
七
年
五
月
二
十
五
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
七
）。

（
7）

色
紙
を
使
っ
た
口
上
書
は
他
の
事
例
で
実
際
に
現
物
が
残
っ
て
い
る
（
「
三
井
本
店
売
出
し
引
札
」
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書

Ｄ
四
二
三

�四
七
、
第

1表
の

10）
。
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
十
一
月
、
大
坂
本
店
で
は
同
業
他
店
の
見
世
開
へ
の
対
抗
策
と
し
て
大
安
売
を
実
施

し
、
口
上
書
を
作
成
・
配
布
し
た
。
現
物
と
と
も
に
業
務
日
誌
に
同
一
文
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
年
代
比
定
で
き
た
（「
名
代
云
送
聴
書
」

宝
暦
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
六
）。
青
紙
と
黄
紙
の
一
点
ず
つ
残
存
す
る
。
文
言
は
以
下
の
通
り
。

口
上

一
本
も
み

一
御
う
ら
絹

一
郡
内
し
ま

一
の
け
嶋

一
京
織
も
め
ん
類

一
糸
入
し
ま

一
も
め
ん
嶋

一
染
も
め
ん
類

一
ま
わ
た

右
之
品
々
旬
よ
く
大
数
買
入

仕
候
ニ
付
、
直
段
格
別
下
直
ニ

指
上
申
候
、
乍
憚
見
世
江

御
出
被
遊
被
下
か
ず

�

御
覧
之
上
被
遊
御
調

可
被
下
候
、
以
上
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十
一
月

三
井

ま
た
作
成
年
不
明
だ
が
、
配
札
と
口
上
書
の
枚
数
・
作
成
費
用
を
記
し
た
史
料
が
一
点
残
っ
て
い
る
（
「
子
秋
季
慶
物

�配
り
札
諸
入
用
仕

分
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
六
一
五

�一
）
。
第

5表
・
第

6表
に
費
用
を
掲
載
し
た
。
配
札
は
版
木
・
渡
し
代
込
み
で
銀
三
貫
九
七
七

匁
四
分
、
口
上
書
も
版
木
等
込
み
で
銀
一
九
四
匁
一
分
で
あ
る
。
一
一
万
三
二
〇
〇
枚
の
西
之
内
紙
を
用
意
し
、
版
木
四
枚
で

�ら
せ
、
手
代

の
供
付
と
し
て
日
雇
六
九
名
を
雇
い
入
れ
て
配
っ
て
い
る
。
対
す
る
手
形
の
口
に
張
る
口
上
書
は
二
種
類
用
意
し
て
い
る
。
黄
紙
六
〇
〇
〇
枚

を
二
つ
切
に
し
て
一
万
二
〇
〇
〇
枚
分
、
楓
色
半

切
三
四
六
五
枚
を
二
つ
切
に
し
て
六
九
三
〇
枚
、

合
計
一
万
八
九
三
〇
枚
用
意
し
て
い
る
。
黄
紙
と

楓
色
紙
で
枚
数
・
大
き
さ
を
変
え
て
い
る
が
そ
の

理
由
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。
配
札
と
口
上
書

を
比
べ
る
と
配
札
の
紙
代
が
圧
倒
的
に
多
く
、
不

特
定
多
数
に
頒
布
す
る
配
札
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（

8）
「
呉
服
物
直
下
配
札
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本

二
一
六
八

�一
四
）
。

（

9）
「
厚
勤
録
控
帳
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一

二
九
）
。

（

10）
「
会
日
落
着
帳
」
享
保
九
年
八
月
十
六
日
（
三
井

文
庫
所
蔵
史
料

別
二
六
五
一
）
。
「
会
日
落
着
帳
」

は
大
元
方
の
会
議
記
録
で
あ
り
寄
会
の
参
加
者
と

一
部
の
議
題
・
決
議
を
列
記
し
て
い
る
。
こ
の
続
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第5表 配札作成費の例 （単位 銀/匁）

No. 金額 内容

1 2,979.0 西之内紙2,830状（1状40枚入）

2 524.8 版木4枚（版木1枚18匁）、113,200枚�賃（1,000枚あた
り4匁）

3 219.8 札配り供付日雇69人分（1人1匁4分、供銭・弁当代込）

4 45.5 番脇差4腰直し代

5 41.0 紙合羽8枚（1枚5匁1分3厘）

6 13.8 番袴2具直し（裏取替込）

7 103.5 所々神社御護摩料、御役料

8 50.0 田舎廻り諸用日雇賃

3,977.4 合計

出所）「子秋季慶物�配り札諸入用仕分」（三井文庫所蔵史料 本1615�1）。

第6表 口上書作成費用の例 （単位 銀/匁）

No.金額 内容

1 60.5 黄紙6,000枚（手形口へ張之口上書、2つ切で12,000枚）

2 28.8 板�り手間代（1,000枚あたり2匁）・版木1枚彫手間代

3 62.5 楓色半切3,465枚（手形張候口上書、2つ切で6,930枚）

4 22.3 板�り手間代（1,000枚あたり2匁5分）・版木1枚彫手間代

5 20.0 口上書下書・謝礼（配り札下書共）、坂井市郎右衛門へ

194.1 合計

出所）「子秋季慶物�配り札諸入用仕分」（三井文庫所蔵史料 本1615�1）。



巻
は
「
寄
会
帳
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
の
史
料
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
時
の
配
札
は
現
存
し
な
い
。

（
11）

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
本
町
二
丁
目
に
あ
っ
た
小
野
田
家
の
松
坂
屋
の
跡
式
を
引
き
受
け
開
店
し
た
店
。
享
保
元
年
に
本
町
一
丁
目
に

移
転
し
、
江
戸
一
丁
目
店
と
称
さ
れ
る
。
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
芝
口
一
丁
目
西
側
に
移
転
し
芝
口
店
と
改
称
す
る
。
呉
服
絹
布
類
の
販

売
に
従
事
し
て
い
た
。
店
名
前
は
松
坂
屋
八
助
で
あ
る
（『
三
井
事
業
史
』
資
料
編
一
、
一
九
七
三
年
、
七
六
六
～
七
七
七
頁
）。

（

12）
「
名
代
云
送
聴
書
」
寛
延
三
年
十
一
月
三
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
五
）。

（

13）
大
元
方
に
お
い
て
定
期
的
に
実
施
さ
れ
る
会
合
。
寄
会
の
参
加
者
と
一
部
の
議
題
・
決
議
に
つ
い
て
は
「
寄
会
帳
」
に
書
か
れ
て
い
る
。

（

14）
寛
延
三
年
十
月
二
十
六
日
開
催
の
元
方
寄
会
に
は
三
井
同
苗
の
八
郎
兵
衛
・
八
郎
右
衛
門
・
喜
兵
衛
、
奉
公
人
側
の
大
元
方
担
当
役
人
で
あ

る
弥
三
兵
衛
・
茂
兵
衛
・
金
右
衛
門
・
十
右
衛
門
・
長
右
衛
門
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
三
井
寺
の
提
山
和
尚
か
ら
の
護
摩
料
・
祈

�料

願
い
を
審
査
し
て
許
可
し
、
大
坂
家
方
目
録
・
江
戸
有
家
目
録
・
江
戸
御
勤
方
目
録
・
京
屋
敷
方
付
届
目
録
・
次
郎
右
衛
門
雑
用
目
録
・
本
店

一
巻
目
録
・
両
替
店
一
巻
目
録
の
提
出
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
大
坂
本
店
の
木
綿
大
安
売
に
つ
い
て
は
寄
会
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

（
「
寄
会
帳
」
寛
延
三
年
十
月
二
十
六
日
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
二
六
五
四
）。

（

15）
宝
暦
～
安
永
期
の
京
本
店
で
は
松
本
と
い
う
人
物
に
判
下
を
書
か
せ
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
宝
暦
七
年
九
月
の
板
下
は
松
本

六
右
衛
門
（
「
名
代
云
送
聴
書
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
七
五
五
）
、
明
和
七
年
五
月
の
板
下
は
松
本
氏
（
「
名
代
云
送
聴
書
」
別
一
七
五

七
）
、
明
和
九
年
十
一
月
の
板
下
も
松
本
六
右
衛
門
（
同
上
）
に
書
か
せ
て
い
る
。
松
本
六
右
衛
門
は
宝
暦
八
年
に
役
頭
・
同
九
年
に
組
頭
・

同
十
二
年
に
支
配
と
な
り
明
和
四
年
に
支
配
で
退
役
し
て
い
る
奉
公
人
で
あ
る
。
明
和
七
年
五
月
の
松
本
氏
・
明
和
九
年
の
松
本
六
右
衛
門
も

同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。

（

16）
「
永
書
」
元
文
二
年
十
月
七
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
所
蔵
史
料
本
一
二
三
）。

（

17）
「
名
代
要
聴
書
」
元
文
二
年
十
月
七
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
四
）。
こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
配
札
の
案
文
と
修
正
文
を
以
下

に
記
載
す
る
。

一
江
戸
一
町
目
店
賦
り
札
案
紙
ノ
留
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本
町
壱
丁
目

（
一
町
目
店
暖

�印
）

松
坂
屋
八
助

呉
服
物
一
切
真
綿
木
面
類
仕
立
物
品
々

一
年
来
現
銀
か
け
ね
な
し
ニ
売
弘
申
候
処
、
当
夏
よ
り
現
銀
商
一
向
内
ニ
相
改
安
売
仕
、
札
相
廻
し
申
候
処
、
段
々
御
用
被
仰
付
被
下
忝
仕

合
奉
存
候
、
依
之
弥
以
諸
品
至
極
吟
味
仕
下
直
差
上
申
候
、
尤
直
段
付
仕
懸
御
内
々
可
申
上
候
得
共
、
直
段
申
斗
ニ
而
ハ
高
下
相
知
レ
不

申
候
、
其
上
同
直
段
ニ
而
様
々
之
品
有
之
候
へ
ハ
、
少
ノ
物
ニ
而
も
乍
憚
見
世
江
御
出
被
遊
品
々
数
多
御
覧
之
上
御
調
被
遊
可
被
下
候
、

勿
論
御
使
又
は
同
人
頼
ニ
て
被
仰
下
候
而
も
無
相
違
入
念
指
上
可
申
候
、
若
御
意
入
不
申
候
ハ
ヽ
、
何
町
ニ
て
も
受
取
代
銀
返
上
可
仕
候
、

已
上右
ハ
江
戸
壱
丁
め
店
ノ
案
紙

京
都
ニ
て
改
候
一
町
め
店
賦
り
札
扣

本
町
壱
丁
目

（
一
町
目
店
暖

�印
）

松
坂
屋
八
助

呉
服
物
一
切
真
綿
木
面
類
仕
立
物
品
々

一
私
店
之
儀
、
年
来
呉
服
商
売
仕
候
処
、
段
々
御
用
御
調
被
下
難
有
仕
合
奉
存
候
、
扨
諸
品
買
元
吟
味
仕
、
大
安
売
仕
候
、
尤
直
段
書
懸
御

目
可
申
上
候
へ
共
、
直
段
書
斗
ニ
而
ハ
高
下
相
知
不
申
、
同
直
段
ニ
而
も
品
々
有
之
御
事
御
座
候
得
は
、
紛
却
可
被
思
召
上
と
奉
存
候
、

此
度
相
改
現
銀
懸
直
な
し
大
安
売
仕
候
間
、
乍
憚
御
意
被
遊
品
々
数
多
御
覧
之
上
少
シ
ノ
御
用
ニ
而
も
御
調
被
遊
被
下
候
様
奉
願
候
、
勿

論
御
使
御
人
頼
ニ
而
被
仰
下
候
而
も
念
入
指
上
可
申
候
、
若
御
意
入
不
申
候
ハ
ヽ
代
金
返
上
可
仕
候

右
賦
り
札
弐
枚
と
も
今
夕
差
下
し
、
委
細
本
状
よ
り
存
寄
及
通
達
候
事

原
案
で
は
従
来
の
現
銀
掛
値
無
し
の
商
売
か
ら
現
銀
商
専
門
に
改
め
て
大
安
売
を
行
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
同
苗
や
重
役
の
修
正
文
言
で
は

商
品
の
仕
入
元
を
吟
味
し
て
（
＝
安
値
で
仕
入
れ
た
の
で
）
大
安
売
を
行
っ
た
、
今
回
改
め
て
現
銀
掛
値
無
し
で
大
安
売
を
行
う
、
と
し
て
い

る
。
現
銀
掛
値
無
し
の
モ
ッ
ト
ー
に
つ
い
て
同
苗
・
重
役
と
一
丁
目
店
と
の
間
の
認
識
の
差
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
今
後
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の
課
題
で
あ
る
。

（
18）

「
名
代
云
送
聴
書
」
明
和
三
年
八
月
二
十
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
七
）。
こ
の
配
札
は
現
存
し
な
い
。

（

19）
「
名
代
云
送
聴
書
」
明
和
八
年
三
月
二
十
七
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
七
）。
こ
の
配
札
は
現
存
し
な
い
。

二
同
名
他
店
の
注
意
喚
起
の
配
札

1

業
務

記
録

に
み

え
る

同
名

他
店

の
注

意
喚

起

配
札
は
開
店
セ
ー
ル
（
見
世
開
）
や
大
安
売
で
の
配
布
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
越
後
屋
で
は
そ
れ
以
外
の
目
的
の
配
布
物
も
存
在
し

た
。
大
元
方
の
会
議
記
録
「
会
日
落
着
帳
」
の
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
九
月
の
記
事
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

［
史
料
六
（
１
）］

一
大
坂
呉
服
店
よ
り
此
度
札
く
ば
り
候
趣
、
諸
方
西
国
筋
手
前
手
代
共
宿
入
申
付
候
外
、
中
途
ニ
罷
出
候
者
な
と
家
名
ヲ
名
乗
商
売
致

候
由
沙
汰
有
之
ニ
付
、
札
ニ
其
趣
相
記
く
は
り
申
候

史
料
六
に
よ
る
と
、
享
保
九
年
九
月
に
大
坂
本
店
が
札
配
り
を
実
施
し
た
と
い
う
。
そ
の
概
要
は
、
西
日
本
各
地
に
お
い
て
、
越
後
屋
の

手
代
で
宿
入
（
＝
暖

�分
け
）
を
許
さ
れ
た
者
や
中
途
退
職
者
の
な
か
に
、
越
後
屋
の
屋
号
を
名
乗
っ
て
商
売
す
る
も
の
が
い
る
と
の

�

（
沙
汰
）
が
あ
る
た
め
、
札
に
そ
の
事
情
（
趣
旨
）
を
記
載
し
て
配
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

当
該
期
の
越
後
屋
で
は
、
暖

�分
け
し
た
手
代
や
中
途
退
職
者
の
な
か
に
、
諸
国
で
呉
服
商
売
を
行
う
者
が
多
く
出
現
し
て
い
た
（
「
宿
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持
手
代
多
人
数
之
内
ニ
者
於
他
国
呉
服
商
売
相
願
候
も
の
有
之
（
２
）」
）
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
中
に
は
「
丸
に
井
桁
三
」
印
を
用
い
、
越
後
屋
の
出

店
で
あ
る
と
称
し
て
呉
服
商
売
を
行
っ
て
い
た
者
が
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
翁
草
』
の
「
越
後
屋
八
郎
右
衛
門
成
立
之
事
」
の
記
事
に

は
「
三
ヶ
津
は
申
す
に
不
及
、
諸
国
城
下
々
々
賑
し
き
所
に
は
、
出
店
を
不
置
と
云
ふ
事
な
し
、
呉
服
物
に
限
ら
ず
万
物
を
商
ふ
（
３
）」
と
書
か

れ
、
越
後
屋
の
出
店
が
全
国
各
地
に
あ
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
顧
客
の
な
か
に
は
越
後
屋
の
出
店
が
日
本
中
に
存
在
し
て
い
る
印

象
を
持
っ
て
い
た
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
越
後
屋
の
名
声
に
便
乗
し
三
井
越
後
屋
の
出
店
と
称
す
る
商
人
も
多
数

い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
越
後
屋
（
特
に
八
郎
衛
門
名
前
の
店
）
の
出
店
と
定
義
さ
れ
て
い
る
の
は
江
戸
本
店
・
大
坂
本
店
の
三
店
だ
け

で
あ
っ
た
。

越
後
屋
で
は
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
暖

�分
け
の
規
定
を
新
た
に
設
け
て
い
る
。
そ
こ
で
は
大
元
〆
か
ら
元
方
掛
り
名
代
ま
で
は
京

都
で
の
呉
服
商
売
で
丸
に
井
桁
三
の
使
用
を
許
可
し
、
他
国
で
の
呉
服
商
売
で
丸
に
井
桁
三
の
使
用
を
不
許
可
と
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の

暖

�分
け
手
代
が
諸
国
で
呉
服
商
売
を
す
る
場
合
も
、
丸
に
井
桁
三
の
使
用
を
不
許
可
と
し
て
い
る
（
４
）。
顧
客
に
対
し
て
も
同
名
他
店
に
つ
い

て
の
注
意
を
す
る
必
要
が
で
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
普
及
広
報
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
の
が
配
札
だ
っ
た
。
享
保
年
間

以
前
に
お
い
て
西
日
本
各
地
に
越
後
屋
の
出
店
を
名
乗
る
店
が
多
数
発
生
し
て
い
た
こ
と
、
越
後
屋
の
顧
客
の
広
が
り
が
西
日
本
一
円
に
広

が
っ
て
い
た
こ
と
を
み
て
と
れ
る
。

2

大
坂

に
お

け
る

口
上

書
形

式
の

注
意

喚
起

そ
れ
で
は
、
越
後
屋
と
同
名
他
店
へ
の
注
意
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
宣
伝
広
告
を
一
点
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

［
史
料
七
（
５
）］
第

1表
の

5（
口
絵
①
）
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「 （
四
角
囲
み
）

江
戸
す
る
か
町
ヨ
リ
出
店

ゑ
ち
こ
や

（
丸
井
桁
三
印
）
大
坂
高
麗
橋
一
町
目
南
側
三

井

京
室
町
二
条
上
ル
町
仕
入
場
本
店

右
三
ヶ
所
之
外
他
国
ニ
出
店
無
御
座
候

げ
ん
ぎ
ん

呉
服
物

諸
品

か
け
ね
な
し

関
東
織
一
色

�仕
立
物
類

右
現
銀
や
す
う
り
仕
候
、
た
と
ひ
一
寸
の
切
は
し
に
て
も
見
世
へ

御
出
被
遊
被
下
、
品
々
御
覧
之
上
御
調
可
被
下
候
、
則
売
上

手
形
相
添
調
進
仕
候
間
、
当
所
ハ
不
及
申
上
、
遠
国
又
ハ

近
郷
よ
り
御
使
或
ハ
御
人
た
の
ミ
に
て
被
仰
下
御
調
被
遊
候
共

右
売
上
手
形
を
証
拠
ニ
被
遊
可
被
下
候
、
随
分
下
直
ニ
指
上
ケ
申
候

但
、
御
も
と
め
被
遊
候
以
後
に
至
、
其
品
外
之
店
よ
り

万
々
一
見
を
と
り
候
歟
、
又
ハ
御
宿
所
ニ
お
ゐ
て
御
意
ニ
入

不
申
候
者
、
何
時
に
よ
ら
す
、
右
売
上
手
形
御
添

被
遊
、
右
之
売
物
を
請
取
代
銀
返
進
仕
候
事

絹
布
御
好
京
都
御
誂
物

御
染
地
京
都
御
誂
物
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江
戸
紫
染
御
誂
物

関
東
織
物
御
誂
物

尤
、
少
々
御
色
上
物
に
て
も
御
心
安
被
仰
付
可
被
下
候
、
入
念
調
進
仕
候

御
召
物
御
見
合
之
御
誂

御
束
帯
御
誂

御
婚
礼
御
用
御
誂

舞
楽
装
束
御
誂

神
法
織
物
御
誂

御
能
衣
裳
御
誂

右
者
品
々
御
用
之
節
被
仰
付
可
被
下
候

一
諸
御
国
々
に
て
私
方
の
家
名
を
申
上
、
地
性
直
段

不
相
応
成
品
徘
徊
仕
候
様
に
風
聞
及
承
候
、
前

書
之
通
京
都
仕
入
店
、
江
戸
す
る
か
町

�当
店

右
三
ヶ
所
之
外
ニ
手
前
之
出
店
無
御
座
候

当
所
向
店
わ
た
木
綿
け
さ
衣
か
や
太
布
類

此
品
々
北
側
店
に
て
商
売
仕
候

一
江
戸
表
江
御
越
被
遊
候
節
者
、
す
る
か
町
店
ニ
而

御
見
合
御
調
被
遊
可
被
下
候

大
坂
か
う
ら
い
は
し
一
町
目
三
井

越
後
屋

」

こ
れ
は
大
坂
本
店
の
配
布
物
で
あ
る
。
通
常
の
紙
の
短
辺
を
半
分
に
し
た
横
長
の
紙
に
文
言
を
書
き
、
文
言
を
囲
む
よ
う
に
罫
線
の
入
っ
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た
も
の
で
、
現
存
す
る
越
後
屋
の
刷
物
の
宣
伝
告
知
で
は
史
料
七
と
、
左
に
掲
載
す
る
史
料
八
の
み
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
年
不
詳
で

あ
る
が
、
冒
頭
で
大
坂
本
店
に
南
側
と
記
載
し
、
文
末
付
近
で
「
当
所
向
店
」
「
此
品
々
北
側
店
に
て
商
売
仕
候
」
と
あ
る
。
後
述
の
よ
う

に
大
坂
本
店
と
大
坂
綿
店
が
合
併
す
る
以
前
な
の
で
、
享
保
十
六
年
以
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
冒
頭
の
越
後
屋
の

店
舗
に
つ
い
て
仕
入
店
で
あ
る
京
本
店
も
含
め
て
い
る
も
の
は
数
少
な
い
。

［
史
料
八
（
６
）］
第

1表
の

11

「
江
戸

（
四
角
囲
み
）

駿
河
町
出
店

大
坂
か
う
ら
い
橋
一
町
目

三
井

（
丸
井
桁
三
印
）
現 根
元銀

か
け
ね
な
し

ゑ
ち
こ
や

呉
服
物
一
切

�関
東
織
一
色

仕
立
物
類

ま
わ
た

も
め
ん
布
類

袈
裟
衣

か
や

一
古
来
よ
り
現
銀
安
売
仕
候
、
少
の
切
は
し

に
て
も
見
世
へ
御
出
被
遊
被
下
、
品
々

御
覧
之
上
御
調
可
被
下
候
、
売
上
ケ
手
形
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相
添
指
上
可
申
候
、
御
当
地
ハ
不
及
申
上

御
国
々
よ
り
御
使
御
人
頼
ニ
而
御
調

被
遊
候
と
も
、
売
上
ケ
手
形
を
せ
う
こ
に

遊
さ
れ
可
被
下
候
、
随
分
下
直
ニ
指
上
可
申
候

但
、
御
調
被
遊
候
品
御
意
ニ
入
不
申
候
者

何
時
ニ
而
茂
売
上
手
形
引
替
代
銀
返
上
可
仕
候

一
御
召
御
見
合
御
誂
物

一
京
都
御
染
地

�御
誂
物

一
御
婚
礼
御
用
御
誂
物

一
京
都
織
物
御
好
御
誂
物

一
関
東
織
物
御
誂
物

一
江
戸
紫
染
御
誂
物

右
之
品
々
御
用
之
節
者
被
仰
付
可

被
下
候
、
尤
少
の
御
色
上
物
ニ
而
も
御
心
安

仰
付
ら
れ
可
被
下
候
、
入
念
調
進
可
仕
候

一
諸
御
国
々
ニ
而
私
方
之
家
名
ニ
而
地
性

直
段
不
相
応
成
品
指
上
候
様
承
及
候

手
前
ハ
江
戸
駿
河
町
両
店

�京
都

室
町
二
条
上
ル
町
仕
入
店
、
右
四
ヶ
所
之

外
手
前
呉
服
店
無
御
座
候
、
以
上

」

一八世紀における三井越後屋の宣伝広告（下向井）
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こ
れ
も
大
坂
本
店
の
配
布
し
た
宣
伝
広
告
で
あ
り
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
の
な
か
に
四
点
存
在
す
る
。
三
井
文
庫
の
参
考
図
書
に
含
ま
れ

る
も
の
に
は
「
明
和
七
庚
寅
年
四
月
ニ
問
屋
衆
へ
弐
三
十
数
宛
出
足
候
也
（
７
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
は
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
た
め
、
少
な
く
と
も
史
料
七
よ
り
は
後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
い
つ
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
問

屋
向
け
に
も
配
布
し
て
い
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
越
後
屋
で
注
文
す
る
の
は
直
接
の
消
費
者
だ
け
で
な
く
、
問
屋
や
別
の
商
店
か
ら
の
注
文

も
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
内
容
は
史
料
七
を
全
体
的
に
簡
易
に
し
た
文
言
と
な
っ
て
い
る
。

史
料
七
と
史
料
八
で
は
、
越
後
屋
の
店
名
前
と
暖

�印
を
掲
載
し
た
上
で
、
古
く
か
ら
現
金
掛
け
無
し
で
商
売
し
て
い
る
こ
と
、
売
上
手

形
に
添
付
し
て
（
こ
の
刷
り
物
を
）
差
し
上
げ
る
こ
と
、
大
坂
だ
け
で
な
く
遠
国
か
ら
の
人
頼
み
で
あ
っ
て
も
こ
の
売
上
手
形
を
証
拠
に
来

店
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
そ
う
す
れ
ば
安
値
で
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
、
各
地
で
越
後
屋
の
家
名
で
品
質
と
値
段
不
相
応
の
品
を
売
る
者
が
い

る
と
聞
く
こ
と
、
三
井
越
後
屋
は
京
・
江
戸
・
大
坂
以
外
に
店
は
無
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
配
札
の
内
容
に
つ
い
て
、
取
扱
商
品
を
除
外
し
て
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
て
み
る
。

ａ
三
井
越
後
屋
に
お
け
る
「
現
銀
安
売
掛
値
無
し
」
の
商
売
内
容
の
周
知
。

ｂ
三
井
越
後
屋
と
同
店
あ
る
い
は
出
店
を
主
張
す
る
他
の
呉
服
商
へ
の
注
意
喚
起
。

ｃ
（
売
上
手
形
へ
の
）
暖

�印
・
所
在
地
の
明
記
に
よ
る
三
井
越
後
屋
の
識
別
。

ｄ
三
井
越
後
屋
へ
の
直
接
来
店
の
勧
誘
。

ｅ
売
上
手
形
に
よ
る
商
品
販
売
の
証
拠
と
遠
方
の
顧
客
へ
の
対
応
の
保
証
。

特
に
ｂ
の
同
名
他
店
へ
の
注
意
を
軸
に
、
ｃ
で
同
名
他
店
と
の
識
別
点
を
設
定
し
、
ｄ
で
同
名
他
店
で
な
く
直
接
来
店
を
促
し
、
ｅ
で
顧
客

で
あ
れ
ば
返
品
返
金
に
応
じ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
越
後
屋
と
同
店
と
称
す
る
店
へ
の
注
意
を
重
視
し
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
越
後

屋
名
で
三
井
越
後
屋
の
出
店
を
称
し
て
商
売
を
行
う
者
も
多
く
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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史
料
七
・
史
料
八
で
特
徴
的
な
の
は
、
取
り
扱
っ
て
い
る
特
注
品
を
列
記
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
京
都
御
誂
物
・
関
東
御
誂
物
を
は
じ

め
、
見
合
・
束
帯
・
婚
礼
・
舞
楽
装
束
・
神
法
織
物
・
能
衣
装
な
ど
様
々
な
特
注
品
を
作
成
可
能
な
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
に
も

み
え
る
。
史
料
七
と
史
料
八
の
大
き
な
違
い
は
注
文
可
能
な
誂
え
物
の
種
類
で
あ
り
、
史
料
八
で
は
束
帯
・
舞
楽
装
束
・
神
法
織
物
・
能
衣

装
が
無
く
な
っ
て
い
る
。
ス
テ
ー
タ
ス
は
高
い
が
需
要
も
限
定
的
な
特
注
品
が
除
外
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
た
め
、
よ
り
需
要
の
多
い

商
品
に
絞
っ
た
か
た
ち
で
取
扱
商
品
を
列
記
す
る
よ
う
に
改
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

越
後
屋
大
坂
本
店
で
は
店
に
お
け
る
特
殊
な
取
扱
商
品
を
掲
載
し
つ
つ
、
同
名
他
店
へ
の
注
意
喚
起
を
促
す
案
内
を
出
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
は
売
上
手
形
に
添
付
し
て
買
物
客
に
手
渡
さ
れ
た
り
、
特
定
の
顧
客
や
取
引
先
に
渡
さ
れ
る
も
の
で
、
不
特
定
多
数
に
ば
ら
ま
く
配
札
で

は
な
く
、
第
一
章
で
概
説
し
た
口
上
書
に
近
い
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

3

江
戸

に
お

け
る

口
上

書
形

式
の

注
意

喚
起

（

1）
享
保
以
前
の
注
意
喚
起

同
名
他
店
の
注
意
喚
起
を
促
す
の
は
京
・
大
坂
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
江
戸
に
お
い
て
も
同
様
に
同
名
他
店
の
存
在
に
注
意
を
促
す
案
内

を
作
成
し
配
布
し
て
い
た
。
ま
ず
、
享
保
年
間
以
前
と
推
定
で
き
る
も
の
を
見
て
み
よ
う
。

［
史
料
九
（
８
）］
第

1表
の

4（
口
絵
②
）

江
戸
す
る
が
町
ゑ
ち
ご
や

本
店
北
側

越
後
屋
八
郎
右
衛
門

こ
ふ
く
物
類

�仕
立
物
い
ろ
い
ろ

（
丸
に
井
桁
三
印
）
出
店
向
南
側
越
後
屋
庄
之
助

一八世紀における三井越後屋の宣伝広告（下向井）
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関
東
織

�綿
ふ
と
物
附
り
衣
地
類

一
①
呉
服
物
一
切

�綿
・
木
綿
類
古
来
よ
り
現
銀
安
売

か
け
ね
な
し
商
売
仕
来
り
候
所
、
②
近
年
所
々
ニ
手
前

同
店
と
申
呉
服
商
売
仕
候
越
後
屋
多
ク
御
座
候
ニ
付
、

③
紛
敷
被
思
召
候
儀
茂
可
有
御
座
哉
と
奉
存
、
手
前
の
う

れ
ん
の
紋

�所
付
書
付
掛
御
目
申
候
、
④
少
々
之
御
用

に
て
も
見
世
江
御
出
品
々
御
覧
之
上
御
調
被
遊
、
⑤
則

売
上
手
形
差
上
申
候
間
、
遠
方
よ
り
御
使
又
ハ
御
人
た
の
ミ
ニ

被
仰
下
御
調
被
遊
候
共
、
右
売
上
手
形
し
よ
う
こ
ニ
被
遊

万
一
外
よ
り
高
直
ニ
御
座
候
歟
、
又
其
品
々
御
意
ニ
入

不
申
候
ハ
ヽ
、
何
時
ニ
よ
ら
す
売
物
を
請
取
代
銀
返
進

可
仕
候

附
り
、
手
前
出
店
大
坂
か
う
ら
い
橋
壱
丁
目

右
之
外
何
国
ニ
茂
呉
服
商
売
之
出
店
無
御
座
候
、
以
上

こ
れ
は
江
戸
本
店
・
江
戸
向
店
連
署
の
宣
伝
広
告
で
、
通
常
の
紙
の
長
辺
を
半
分
に
し
た
小
型
の
も
の
で
あ
る
。
向
店
（
出
店
向
南
側
）

の
店
名
前
が
越
後
屋
庄
之
助
と
な
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
三
井
に
は
綿
を
扱
う
綿
店
が
あ
っ
た
が
、
綿
店
は
享
保
十
四
年
（
一
七
二
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九
）
に
呉
服
業
部
門
に
統
合
さ
れ
江
戸
向
店
と
改
称
さ
れ
る
。
店
名
前
は
そ
の
段
階
で
越
後
屋
八
郎
兵
衛
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
配
札

は
享
保
十
四
年
よ
り
前
の
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

内
容
は
、
①
三
井
越
後
屋
で
は
呉
服
物
・
木
綿
類
を
古
来
か
ら
現
銀
安
売
掛
値
無
し
で
販
売
し
て
き
た
こ
と
、
②
近
年
各
地
で
三
井
越
後

屋
と
同
店
で
あ
る
と
称
し
て
呉
服
商
売
を
行
う
越
後
屋
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
③
他
店
と
の
識
別
の
た
め
暖

�印
と
所
在
地
を
書
き
付

け
て
表
示
し
て
い
る
こ
と
、
④
少
し
の
用
事
で
も
来
店
し
て
品
物
を
見
て
購
入
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
⑤
購
入
時
に
売
上
手
形
を
渡
す
の
で
、

遠
方
か
ら
の
使
い
や
人
頼
み
の
購
入
で
も
売
上
手
形
を
証
拠
に
す
れ
ば
他
よ
り
高
値
か
商
品
が
気
に
入
ら
な
い
場
合
で
も
返
金
に
応
じ
る
こ

と
を
記
す
。
最
後
に
大
坂
高
麗
橋
の
大
坂
本
店
を
紹
介
し
、
こ
れ
以
外
の
呉
服
商
売
の
出
店
は
存
在
し
な
い
と
付
記
す
る
。

史
料
七
・
八
で
検
討
し
た
口
上
書
の
内
容
分
類
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
ａ
は
①
、
ｂ
は
②
、
ｃ
は
③
、
ｄ
は
④
、
ｅ
は
⑤
に
対
応
す
る
。

大
坂
と
江
戸
と
で
形
態
も
文
言
も
異
な
る
が
、
構
成
要
素
と
し
て
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（

2）
宝
暦
七
年
の
注
意
喚
起

史
料
九
と
よ
く
似
た
配
札
が
も
う
一
点
残
っ
て
い
る
。
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
九
月
、
江
戸
本
店
で
は
、
店
で
買
い
物
を
し
た
初
来
店

の
客
や
、
来
店
し
て
商
品
を
購
入
し
た
遠
国
の
顧
客
に
渡
す
売
上
手
形
添
付
型
の
口
上
書
を
改
正
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
「
江
戸
本
店
見
世

買
ニ
初
而
御
出
被
下
候
御
方
、
又
ハ
遠
国
之
衆
中
御
出
之
節
、
売
上
手
形
ニ
相
添
候
口
上
書
此
度
相
改
（
９
）」
）
。
宝
暦
七
年
の
口
上
書
の
基
と
な

る
も
の
が
存
在
し
、
文
言
を
改
正
し
て
新
た
な
口
上
書
を
作
成
し
た
と
理
解
し
た
い
。
そ
の
基
と
な
っ
た
一
つ
が
史
料
九
と
思
わ
れ
る
。

宝
暦
七
年
の
口
上
書
は
業
務
日
誌
に
文
言
の
写
し
が
あ
る
と
と
も
に
、
現
物
も
残
存
す
る
。

［
史

料
一

〇
（

�）］
第

1表
の

9

江
戸
す
る
が
町
ゑ
ち
ご
や

一八世紀における三井越後屋の宣伝広告（下向井）
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本
町
北
側

越
後
屋
八
郎
右
衛
門

（
丸
に
井
桁
三
印
）

こ
ふ
く
物

�仕
立
物

向
店
南
側

越
後
屋
八
郎
兵
衛

関
東
織

�綿
ふ
と
物
衣
地

①
こ
ふ
く
物
諸
色

�綿
も
め
ん
類
古
来
よ
り
現
銀
安
う
り

か
け
ね
な
し
商
売
仕
来
り
申
候
ニ
付
、
常
々
御
買
物
ニ
御
出

被
遊
被
下
難
有
仕
合
奉
存
候
、
②
然
る
に
近
年
所
々
ニ
私
方

同
店
之
様
ニ
申
こ
ふ
く
商
仕
候
越
後
屋
多
ク
御
座
候
故
、
③
紛
敷

被
思
召
候
由
、
又
者
御
買
物
・
御
誂
物
な
と
御
間
違
等
も
出
来

仕
候
由
、
度
々
承
お
よ
ひ
申
候
ニ
付
、
私
方
之
の
う
れ
ん
印

所
付
と
も
懸
御
目
申
候
、
④
御
用
之
節
者
弥
御
替
り
無
御
座

見
世
へ
御
出
被
遊
被
下
候
様
ニ
猶
々
奉
願
上
候
、
左
候
へ
ハ
、
い
か
様
之

物
に
て
も
品
々
数
多
ク
御
覧
ニ
入
れ
、
又
者
少
し
の
き
れ
は
し

に
て
も
御
自
由
ニ
御
勝
手
よ
ろ
し
く
御
座
候
様
ニ
仕
指
上
ケ

申
度
候
、
⑤
御
遠
方
よ
り
御
使
な
と
に
て
被
仰
下
指
上
申
候

品
ニ
而
も
売
上
ケ
手
形
へ
右
所
付
印
置
申
候
間
、
売
上
ケ
を

し
よ
う
こ
ニ
御
覧
被
遊
可
被
下
候
、
万
一
外
々
よ
り
下
直
ニ
も

無
之
様
ニ
被
思
召
候
歟
、
又
者
其
品
御
意
ニ
入
不
申
候
ハ
ヽ
、
何
時
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ニ
而
も
売
上
ケ
手
形
御
添
御
戻
し
可
被
遊
候
、
代
銀
返
上
可
仕
候

大
坂
出
店
か
う
ら
い
橋
一
町
目

右
之
外
何
国
ニ
も
呉
服
商
売
之
出
店
者
無
御
座
候
、
已
上

こ
の
宣
伝
広
告
も
江
戸
本
店
・
江
戸
向
店
連
署
形
式
で
あ
る
。
京
本
店
が
作
成
に
関
与
し
て
お
り
、
判
下
は
京
本
店
手
代
の
松
本
六
右
衛

門
に
作
成
さ
せ
、
版
木
は
京
本
店
で
用
意
し
て
江
戸
本
店
に
送
付
し
て
い
る
（

�）。
内
容
は
、
①
呉
服
物
・
木
綿
類
は
古
来
か
ら
現
銀
安
売
掛
値

無
し
の
商
法
で
商
売
し
て
き
た
こ
と
、
常
々
買
い
物
に
来
店
し
て
も
ら
い
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
こ
と
、
②
近
年
、
各
地
に
三
井
越
後
屋

同
店
と
称
し
て
呉
服
商
売
を
行
う
越
後
屋
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
③
顧
客
が
紛
ら
わ
し
く
思
っ
て
い
た
り
間
違
っ
て
注
文
し
た
り
す
る

と
聞
い
て
い
る
た
め
、
三
井
越
後
屋
の
暖

�印
と
所
在
地
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
、
④
ご
用
の
節
は
変
わ
り
な
く
来
店
し
て
ほ
し
い
こ
と
、

そ
う
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
ご
覧
に
入
れ
る
こ
と
、
少
し
の
切
れ
端
で
も
自
由
に
勝
手
よ
い
よ
う
に
販
売
す
る
こ
と
、
⑤
遠
方
か
ら

の
使
い
で
注
文
す
る
も
の
で
も
売
上
手
形
を
証
拠
と
す
る
こ
と
、
も
し
他
店
よ
り
安
く
な
い
と
思
っ
た
り
、
気
に
入
ら
な
い
品
で
あ
れ
ば
、

売
上
手
形
を
商
品
に
添
付
し
て
返
送
す
れ
ば
返
金
に
応
じ
る
こ
と
、
を
記
す
。
そ
し
て
、
最
後
に
大
坂
本
店
以
外
の
出
店
は
存
在
し
な
い
こ

と
を
注
記
し
て
い
る
。

史
料
七
・
八
で
試
み
た
分
類
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
①
は
ａ
、
②
は
ｂ
、
③
は
ｃ
、
④
は
ｄ
、
⑤
は
ｅ
に
相
当
す
る
。
史
料
九
と
一
〇

は
版
面
の
構
成
も
含
め
て
よ
く
似
て
お
り
、
同
系
統
の
口
上
書
と
い
え
よ
う
。
確
認
で
き
る
限
り
、
宝
暦
七
年
作
成
の
口
上
書
が
江
戸
に
お

け
る
同
名
他
店
注
意
の
呼
び
か
け
の
最
終
版
で
あ
る
。
な
お
、
宝
暦
七
年
の
口
上
書
は
先
行
研
究
の
中
で
配
布
用
の
配
札
と
理
解
さ
れ
て
き

た
が
、
業
務
日
誌
等
と
照
合
す
る
と
店
頭
で
の
手
渡
し
を
前
提
と
し
た
も
の
だ
と
わ
か
る
。
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4

小
括

以
上
、
い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
、
同
名
他
店
の
注
意
に
関
す
る
大
坂
と
江
戸
の
口
上
書
を
み
て
き
た
。
同
名
他
店
の
注
意
を
促
す
こ
と
を

主
目
的
と
し
た
口
上
書
は
、
享
保
年
間
以
前
と
思
わ
れ
る
も
の
な
ど
、
古
い
時
期
の
も
の
に
多
く
み
ら
れ
る
。
業
務
日
誌
で
は
配
札
と
し
て

配
っ
て
回
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
記
事
が
あ
る
も
の
の
、
残
存
し
て
い
る
現
物
は
い
ず
れ
も
売
上
手
形
に
添
付
し
て
客
に
渡
し
て
い
た
口

上
書
か
、
そ
れ
に
近
い
形
式
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
坂
本
店
の
口
上
書
は
取
扱
商
品
の
告
知
も
兼
ね
て
お
り
、
江
戸
と
大
坂
の
顧
客
へ
の
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
の
違
い
も
見
て
と
れ
る
。

（

1）
「
会
日
落
着
帳
」
享
保
十
年
五
月
二
十
二
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
二
六
五
一
）。

（

2）
「
家
名
暖

�相
免
置
手
代
江
改
申
渡
建
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
〇
三
〇

�六
）。

（

3）
『
翁
草
』
（
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
一
九
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
、
六
二
頁
）。

（

4）
「
家
名
暖

�相
免
置
手
代
江
改
申
渡
建
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
〇
三
〇

�六
）。

（

5）
「
大
坂
本
店
現
銀
安
売
配
札
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
二
一
六
八

�一
〇
）。

（

6）
「
大
坂
本
店
配
札
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
二
一
六
八

�一
二
）
。
は
じ
め
に
脚
注
（

6）
で
触
れ
た
内
田
の
分
類
②
の
配
札
が
こ
れ
で

あ
る
。

（

7）
「
大
坂
本
店
引
札
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
Ｄ
四
二
三

�四
八
）。

（

8）
「
江
戸
本
店
・
向
店
配
札
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
二
一
六
八

�一
一
）
。
は
じ
め
に
脚
注
（

6）
で
触
れ
た
内
田
の
分
類
③
の
配
札
が

こ
れ
で
あ
る
。

（

9）
（

11）
「
名
代
云
送
聴
書
」
宝
暦
七
年
九
月
二
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
五
）。

（

10）
「
江
戸
本
店
・
向
店
配
札
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
二
一
六
八

�三
）。
な
お
、「
名
代
云
送
帳
」
の
宝
暦
七
年
九
月
二
日
条
に
も
口
上
書

の
写
し
が
あ
り
、
文
言
も
一
致
す
る
。
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三
見
世
開
を
目
的
と
し
た
配
札

1

見
世

開
の

記
録

と
配

札
の

記
録

越
後
屋
の
各
営
業
店
は
火
事
の
類
焼
な
ど
で
失
わ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
そ
の
度
に
店
舗
の
再
建
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
店
舗

の
増
改
築
も
度
々
行
わ
れ
た
。
店
舗
の
普
請
完
了
後
、
越
後
屋
で
は
大
々
的
に
開
店
セ
ー
ル
（
見
世
開
）
を
行
い
、
そ
の
度
ご
と
に
配
札
を

得
意
先
に
持
参
し
た
り
市
中
・
近
在
か
ら
遠
国
に
い
た
る
ま
で
不
特
定
多
数
に
配
り
、
見
世
開
実
施
を
告
知
し
て
い
た
。
こ
れ
は
一
般
的
な

配
札
の
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
ろ
う
。

一
九
世
紀
の
見
世
開
と
配
札
の
状
況
を
伝
え
る
記
録
は
比
較
的
多
く
残
っ
て
い
る
の
だ
が
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
見
世
開
の
配
札
が
詳
し

く
わ
か
る
の
は
、
確
認
で
き
る
か
ぎ
り
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
大
坂
本
店
の
見
世
開
に
お
け
る
配
札
で
あ
る
。
第

2表
に
掲
げ
た
よ
う

に
、
業
務
日
誌
や
関
連
史
料
で
は
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
の
大
坂
本
店
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
の
江
戸
本
店
・
江
戸
向
店
の
配

札
の
実
施
を
確
認
で
き
る
。
明
和
九
年
の
配
札
は
業
務
記
録
に
文
言
を
書
き
写
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
配
札
の
現
物
は
残
っ
て
い
な

い
。
逆
に
見
世
開
を
実
施
し
て
い
る
が
配
札
へ
の
言
及
の
無
い
記
事
の
方
が
多
い
。
記
録
が
な
い
場
合
で
も
配
札
は
行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
た
め
、
京
本
店
に
状
況
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
か
、
記
録
か
ら
洩
れ
て
い
る
か
ど
ち
ら
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
業
務
日
誌
で
確
認
で
き
る
最
初
の
配
札
記
事
を
紹
介
し
よ
う
。
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
、
越
後
屋
は
木
綿
販
売
部
門
（
綿
店

一
巻
）
の
経
営
不
振
を
理
由
に
、
綿
店
一
巻
を
呉
服
業
部
門
（
本
店
一
巻
）
に
統
合
し
た
。
大
坂
に
お
い
て
も
本
店
一
巻
の
大
坂
営
業
店
で

あ
る
大
坂
本
店
が
、
綿
店
部
門
の
大
坂
営
業
店
で
あ
る
大
坂
向
店
（
１
）を
統
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
２
）。
大
坂
本
店
で
は
店
舗
拡
張
工
事
を
実
施
し
、

同
十
六
年
に
店
舗
普
請
を
終
わ
ら
せ
、
見
世
開
を
挙
行
し
た
。
そ
し
て
、
大
坂
本
店
の
西
国
の
得
意
先
に
対
し
て
配
札
を
実
施
し
た
。
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［
史

料
一

一
（
３
）］

此
度
大
坂
東
見
世
普
請
成
就
、
向
店
引
移
し
之
上
、
当
三
日
日
柄
宜
袈
裟
衣
・
太
物
類
見
世
開
致
候
処
、
殊
外
大
人
入
景
気
宜
有
之
候
、

夫
ニ
付
是

�向
店
ニ
而
商
売
仕
来
候
品
々
本
店
へ
引
移
し
候
ニ
付
、
諸
国
へ
為
弘
メ
右
之
品
々
書
取
配
札
六
万
枚
板
行
為
致
追
々
遠
国
・

近
国
在
々
所
々
不
残
所
相
配
り
可
申
事

史
料
一
一
は
業
務
日
誌
「
永
書
」
の
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
大
坂
本
店
内
に
東
見
世
が
完
成
し
、
大
坂
向
店
を
継
承
し
袈
裟
衣
・
太

物
類
の
販
売
を
開
始
し
た
こ
と
、
来
店
者
数
も
多
く
人
気
も
良
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
、
大
坂
本
店
へ
の
向
店
統
合
を
西
国
一
帯
に
周
知
し
、

袈
裟
衣
・
太
物
類
な
ど
の
取
扱
い
商
品
を
記
載
し
た
配
札
六
万
枚
を

�り
遠
国
・
近
国
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
配
布
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

享
保
年
間
に
お
い
て
、
す
で
に
越
後
屋
の
顧
客
が
西
日
本
各
地
に
多
く
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

2

明
和

九
年

の
江

戸
本

店
・

向
店

の
見

世
開

明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
二
月
二
十
九
日
、
江
戸
の
目
黒
行
人
坂
で
出
火
が
あ
り
、
江
戸
の
広
範
囲
を
焼
失
さ
せ
る
大
火
と
な
っ
た
。
世

に
言
う
明
和
の
大
火
（
目
黒
行
人
坂
大
火
）
で
あ
る
。
こ
の
時
、
日
本
橋
周
辺
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
越
後
屋
の
江
戸
本
店
・
江
戸
向

店
、
江
戸
両
替
店
も
類
焼
し
た
。
三
月
十
四
日
発
信
の
江
戸
芝
口
店
か
ら
の
報
告
で
は
（
こ
の
と
き
、
芝
口
店
が
京
本
店
と
江
戸
三
店
と
の

連
絡
窓
口
に
な
っ
て
い
た
）
、
江
戸
本
店
・
向
店
は
た
だ
ち
に
再
建
を
開
始
し
、
昼
夜
突
貫
で
仮
店
舗
の
普
請
を
行
い
、
三
月
十
五
日
に
は

本
店
・
向
店
・
両
替
店
の
表
通
り
部
分
と
各
部
局
の
事
務
所
（
諸
役
所
）
が
で
き
あ
が
る
見
込
み
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
（
「
本
店
向
店
両

替
店
仮
家
建
普
請
之
儀
、
先
頃
以
来
昼
夜
厳
敷
せ
り
立
候
所
、
表
通
り
諸
役
所
と
茂
明
日

�ニ
先
ハ
出
来
揚
り
申
候
（
４
）」）
。

そ
し
て
、
本
店
・
向
店
で
は
普
請
半
ば
で
、
見
世
開
の
準
備
を
整
え
三
月
十
四
日
か
ら
商
売
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
客
で
賑
わ
っ
た
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（
「
本
店
向
店
去
ル
十
四
日
よ
り
見
世
開
相
整
売
場
向
諸
役
所
共
夫
々
相
立
商
イ
初
被
致
候
所
、
見
世
付
見
込
宜
ク
御
人
入
賑
々
鋪
有
之
由
難

有
大
慶
ニ
奉
存
候
」
）
。
こ
の
と
き
、
仮
店
舗
で
の
商
い
始
め
を
世
間
に
よ
り
周
知
さ
せ
る
た
め
に
売
上
手
形
に
口
上
書
を
添
付
す
べ
き
と
九

右
衛
門
（
三
井
室
町
家
三
代
、
高
興
、
こ
の
と
き
江
戸
勤
番
中
）
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
た
め
、
文
言
を
吟
味
し
て
板
行
し
て
お
き
、
本
店
・

向
店
の
売
上
手
形
に
添
付
し
て
配
っ
た
と
い
う
（
「
両
店
共
仮
家
建
出
来
商
初
仕
候
儀
世
間
へ
御
披
露
仕
度
売
上
ケ
手
形
へ
口
上
書
差
出
シ

可
申
段
、
九
右
衛
門
様
よ
り
被
仰
付
候
ニ
付
、
文
言
相
極
メ
板
行
出
来
両
店
売
上
ケ
手
形
へ
張
、
差
被
出
候
由
」
）
。
口
上
書
の
サ
ン
プ
ル
も

京
本
店
に
送
ら
れ
て
き
て
い
る
が
（「
右
口
上
書
一
致
登
り
申
候
」）
、
現
物
は
残
存
し
な
い
。

江
戸
本
店
・
向
店
は
普
請
を
続
け
、
十
月
末
に
は
仮
普
請
を
完
了
す
る
。
そ
し
て
改
め
て
見
世
開
を
行
う
た
め
に
両
店
連
署
の
配
札
を
行

っ
て
い
る
。
現
物
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
業
務
記
録
に
文
言
の
写
し
が
残
っ
て
い
る
。

［
史

料
一

二
（
５
）］

一
此
度
江
戸
本
店
・
向
店
配
り
札
文
言

霜
月
朔
日
よ
り
見
世
開
仕
候
ニ
付
、
乍
憚
口
上
書
を
以
奉
申
上
候

益
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
乍
憚
目
出
度
御
儀
ニ
奉
存
候
、
然
ハ
私
店
呉
服
物
木
綿
類
一
切
古
来
よ
り
現
銀
掛
直
な
し
商
売
仕
候
処
、

不
相
替
御
用
向
被
為
仰
付
被
下
候
故
、
見
世
繁
昌
仕
難
有
仕
合
奉
存
候
、
御
蔭
ヲ
以
此
度
普
請
出
来
仕
候
ニ
付
為
冥
加
諸
品
々
悉

相
改
格
別
下
直
ニ
奉
差
上
候
間
、
賑
々
敷
御
来
駕
可
被
成
下
不
限
多
少
御
用
向
被
為
仰
下
候
様
奉
願
上
候
、
猶
又
乍
憚
御
懇
意
様

方
江
茂
右
之
段
御
風
聴
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

辰
十
月
北
か
わ
本
店
越
後
屋
八
郎
右
衛
門

の
う
れ
ん
印

江
戸北
か
わ
本
店

す
る
か
町
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け
ん
き
ん

越
後
屋
八
郎
右
衛
門

此
所
御
紋

南
か越
後
屋
八
郎
兵
衛

わ
向
店

か
け
ね
な
し

御
調
被
遊
候
品
御
意
ニ
入
不
申
候
ハ
ヽ
、
幾
度
ニ
而
も
取
替
指
上
け
可
申
候

業
務
日
誌
に
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
配
布
開
始
時
期
は
不
明
だ
が
、
こ
の
配
札
か
ら
十
月
に
は
配
布
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
表
題
で
口
上
書
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、
業
務
日
誌
等
で
は
配
札
で
あ
る
。
こ
の
配
札
の
告
知
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
ま
ず
見
世
開
を
十
一
月
一
日
か
ら
行
う
こ
と
を
宣
言
し
、
江
戸
本
店
・
向
店
で
は
呉
服
物
・
木
綿
類
一
切
を
古
来
か
ら
現
銀
掛
け
値
無

し
で
商
売
し
、
店
繁
昌
の
謝
意
を
述
べ
、
今
回
普
請
完
了
し
た
報
恩
と
し
て
商
品
の
価
格
を
改
め
て
特
に
安
値
で
提
供
す
る
の
で
来
店
し
て

ほ
し
い
こ
と
、
懇
意
の
人
々
へ
も
見
世
開
を
吹
聴
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
記
し
、
店
名
前
を
掲
示
し
、
気
に
入
ら
な
い
商
品
は
何
度
で
も
返
品

に
応
じ
る
旨
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
配
札
で
は
見
世
開
の
開
催
と
開
始
日
を
表
題
に
盛
り
込
ん
で
お
り
、
開
催
日
が
冒
頭
で
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
店
名
前
と
暖

�印
を
最
後
に
大
き
く
表
記
し
て
識
別
を
容
易
に
し
て
い
る
。
不
特
定
多
数
へ
の
告
知
と
し
て
視
覚
的
に

視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
工
夫
を
見
て
と
れ
る
。

明
和
九
年
の
江
戸
本
店
・
向
店
に
お
け
る
見
世
開
そ
の
も
の
は
関
連
史
料
が
あ
ま
り
残
っ
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
こ
れ
以
上
確
認
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
江
戸
芝
口
店
と
大
坂
本
店
で
は
見
世
開
に
便
乗
し
た
大
安
売
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
大
坂
本
店
の
配
札
は
現

物
も
残
っ
て
お
り
、
若
干
の
記
録
も
あ
る
た
め
、
概
要
が
把
握
で
き
る
。
こ
の
大
安
売
は
次
章
に
お
い
て
検
討
し
た
い
。

な
お
、
江
戸
本
店
・
向
店
の
本
普
請
は
翌
年
（
安
永
二
年
）
の
閏
三
月
頃
に
は
完
了
し
て
お
り
（「
江
戸
本
店
向
店
本
普
請
此
間
出
来
（
６
）」）
、

四
月
一
日
か
ら
改
め
て
見
世
開
を
開
催
し
て
い
る
。
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［
史

料
一

三
（
７
）］

一
江
戸
去
ル
朔
日
出
書
状
来
着
い
た
し
候
処
、
本
店
向
店
兼
而
積
之
通
朔
日
目
出
度
惣
見
せ
開
相
整
候
処
両
店
と
も
早
天
よ
り
大
御
群

集
に
て
正
益
宜
出
来

本
店

向
店

舟
（
百

シ 十
イ 一
〆 貫
ゝ 目
）

ツ
（
四

シ 十
サ 五
〆 貫
ゝ 目
）

但
、
芝
口
店
反
物
売
物
配
り
札
相
廻
候
処
、
是
以
両
店
同
事
ニ
有
之
候
、
売
高
シ
（
十

サ 五
〆 貫
ゝ 目
）

史
料
一
三
も
業
務
日
誌
の
記
事
で
あ
る
。
江
戸
本
店
・
向
店
で
は
当
初
計
画
通
り
四
月
一
日
か
ら
の
惣
見
世
開
を
準
備
し
、
両
店
と
も
に

早
朝
よ
り
大
群
集
で
あ
っ
た
。
四
月
一
日
の
売
上
額
は
本
店
で
銀
一
一
一
貫
目
、
向
店
で
銀
四
五
貫
目
で
あ
っ
た
。
芝
口
店
で
も
見
世
開
に

呼
応
し
て
反
物
売
物
の
配
札
を
行
い
、
本
店
・
向
店
で
も
見
世
開
の
配
札
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
芝
口
店
の
売
上
額

は
銀
一
五
貫
目
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
明
和
九
年
に
は
仮
設
店
舖
の
見
世
開
、
仮
普
請
成
就
の
見
世
開
、
本
普
請
成
就
の
見
世
開
を

行
い
、
そ
の
た
び
に
配
札
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

3

寛
政

六
年

の
見

世
開

の
配

札

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
大
坂
本
店
の
見
世
開
に
お
い
て
も
配
札
を
行
っ
て
い
る
。
同
年
の
見
世
開
の
経
緯
や
売
上
額
の
推
移
、
景
品

配
布
に
つ
い
て
は
拙
稿
で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
（
８
）。
そ
こ
で
は
、
寛
政
四
年
五
月
十
六
日
の
火
災
で
大
坂
本
店
が
焼
亡
し
て
店
舗
を
再
建
し

た
こ
と
、
本
普
請
完
了
後
の
寛
政
六
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
見
世
開
の
大
安
売
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
、
十
一
日
か
ら
三
日
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分
の
景
品
配
布
の
記
録
が
あ
り
、
女
性
に
は
絹
糸
の
セ
ッ
ト
、
男
性
に
は
扇
子
の
セ
ッ
ト
を
渡
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
た
。
そ
の

際
は
配
札
に
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
配
札
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
配
札
に
関
す
る
記
録
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。［

史
料

一
四
（
９
）］

一
霜
月
朔
日
大
坂
店
追
書
よ
り
左
之
通

一
今
日
就
吉
辰
兼
而
御
示
合
之
上
見
世
開
披
露
配
札
あ
き
の
方
よ
り
致
配
り
初
、
尤
町
内
壱
町
目
・
弐
町
目
ハ
支
配
役
川
田
作
兵
衛

為
相
配
、
其
外
所
々
手
配
い
た
し
候
人
数
差
出
、
扨
又
於
前
売
場
御
入
来
御
方
様
江
も
今
朝
よ
り
夫
々
御
挨
拶
為
申
上
、
則
賦
り

札
指
上
申
候
事
ニ
候
処
、
御
請
宜
大
慶
千
万
奉
存
候
、
尤
賦
り
札
大
坂
町
中
其
外
近
在
心
当
之
分
、
拾
万
七
仙
五
百
廿
枚
下
り
分

ニ
候
へ
共
、
昨
朔
日
未
明
よ
り
為
相
配
候
趣
ニ
て
者
今
少
し
行
足
不
申
候
故
、
今
壱
弐
束

�代
ロ
紙
為
指
登
候
間
、
早
々
為

�差

下
し
候
様
申
参
り
候

右
之
通
先
以
何
方
様
ニ
而
も
御
請
宜
御
座
候
段
大
慶
奉
存
候
、
尤

�足
し
候
分
紙
差
否
、
直
様

�方
申
付
候
也

（
中
略
）

一
同
五
日
大
坂
町
々

�近
在
へ
之
配
札
今
少
し
行
足
不
申
由
、

�下
地
紙
弐
丸
被
為
登
片
時
も
早
ク
為

�下
可
申
旨
、
依
而
昨
今
両

日
糴
立
出
来
候
ニ
付
、
今
夕
皆
済
指
下
申
候
、
尤
右
板
行
猶
又
諸
国
賦
札
板
行
共
都
合
五
枚
今
夕
差
下
申
候
、
右
之
余
又
々
入
用

ニ
候
ハ
ヽ
於
彼
地
工
面
被
致
候
様
申
来
候
也

寛
政
六
年
の
見
世
開
に
お
け
る
配
札
は
時
期
不
明
な
が
ら
事
前
準
備
を
進
め
て
い
た
ら
し
い
。
十
一
月
一
日
の
大
坂
本
店
か
ら
京
本
店
へ

272



の
報
告
に
よ
る
と
、
同
日
が
吉
日
で
あ
る
た
め
、
兼
て
か
ら
示
し
合
わ
せ
て
い
た
と
お
り
、
見
世
開
を
披
露
す
る
配
札
を
大
坂
市
中
の
恵
方

（
あ
き
の
方
）
か
ら
配
り
始
め
た
。
高
麗
橋
一
丁
目
・
二
丁
目
は
大
坂
本
店
支
配
役
の
川
田
作
兵
衛
が
配
り
、
そ
の
他
の
各
所
に
は
手
配
し

て
い
た
者
を
派
遣
し
（
「
其
外
所
々
手
配
い
た
し
候
人
数
差
出
」
）
、
売
場
に
来
店
し
た
こ
と
の
あ
る
客
に
は
担
当
手
代
が
朝
か
ら
直
接
挨
拶

を
申
し
上
げ
て
配
札
を
渡
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
受
け
も
良
く
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。

大
坂
町
中
・
近
在
用
の
配
札
の
見
込
み
（
心
当
）
と
し
て
一
〇
万
七
五
二
〇
枚
を
京
本
店
か
ら
送
っ
て
い
た
が
、
一
日
未
明
か
ら
配
っ
た

と
こ
ろ
不
足
の
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
一
束
二
束
の

�り
の
素
材
の
紙
（

�代
ロ
紙
）
を
京
本
店
に
送
る
の
で
早
々
に
配
札
の
追
加
分
を

�

ら
せ
て
お
く
っ
て
ほ
し
い
、
と
大
坂
本
店
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
。

実
際
、
十
一
月
五
日
時
点
で
大
坂
か
ら
は

�下
地
紙
が
二
丸
送
ら
れ
て
き
た
た
め
、
京
本
店
で
は
二
日
間
で
急
い
で
配
札
を

�っ
て
大
坂

に
送
っ
て
い
る
。
大
坂
町
中
・
近
在
用
の
版
木
と
諸
国
配
布
用
の
版
木
、
計
五
枚
も
大
坂
に
送
付
し
、
今
後
追
加
で
配
札
が
必
要
な
場
合
は

大
坂
で

�る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
な
お
、
三
井
文
庫
に
現
存
す
る
大
坂
市
中
用
の
配
札
の
一
枚
に
「
十
一
月
十
一
日
見
勢
開
相
寿
候
ニ
付
、

市
中
江
賦
札
十
一
月
朔
日
よ
り
相
始
六
日

�ニ
賦
り
仕
舞
、
袴
羽
織
着
用
ニ
賦
ル
（

�）」
と
追
記
し
て
あ
る
。
担
当
者
は
羽
織
袴
を
着
用
し
て
十

一
月
一
日
か
ら
六
日
間
で
一
気
に
配
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
近
在
・
近
国
・
遠
国
向
け
配
札
の
現
物
の
一
枚
に
「
賦
札
十
一
月

十
五
日
よ
り
賦
始
ル
（

�）」
と
追
記
さ
れ
て
お
り
、
開
催
日
ま
で
の
告
知
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
か
、
大
坂
近
国
・
近
在
・
遠
国
向
け
の
配

札
は
三
郷
へ
の
配
布
と
時
間
差
を
設
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
坂
本
店
の
あ
る
高
麗
橋
一
丁
目
お
よ
び
隣
接
す
る
二
丁
目
に
は
大
坂
本
店
の
支
配
役
が
直
接
配
っ
て
回
り
、
来
店
し
た
こ
と
の
あ
る
顧

客
に
も
担
当
手
代
が
配
っ
て
回
っ
て
い
る
。
他
方
で
「
其
外
所
々
手
配
い
た
し
候
人
数
差
出
」
し
た
先
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
懇

意
の
得
意
先
や
取
引
先
を
は
じ
め
、
銭
湯
や
髪
結
床
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
々
の
集
ま
る
所
に
配
っ
て
回
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
市
中
だ

け
で
も
大
量
の
配
札
を
行
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
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前
述
し
た
よ
う
に
、
寛
政
六
年
の
配
札
は
二
種
類
あ
っ
た
。
こ
れ
は
現
存
す
る
と
と
も
に
写
し
も
残
っ
て
い
る
。

［
史

料
一

五
（

�）］
第

1表
の

15

乍
憚
口
上

益
御
機
嫌
能
被
為
遊
御
座
奉
恐
悦
候
、
私
店

年
来
御
贔
屓
厚
御
用
向
被
為
仰
付
被
下

御
蔭
を
以
今
般
普
請
出
来
見
世
開
仕
、
誠
以

難
有
仕
合
奉
存
候
、
仍
之
諸
代
呂
物
弥
地
性

吟
味
仕
御
礼
為
冥
加
直
段
格
別
下
直

奉
指
上
候
、
不
相
替
幾
久
御
用
向
被
為
仰
付

被
下
置
候
様
、
偏
奉
願
上
候
、
憚
多
御
座
候
得
共

右
之
趣
御
懇
意
様
方
江
茂
宜
敷
御
風
聴

被
遊
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

大
坂
高
麗
橋
壱
町
目

三
井

寅
十
一
月
（
丸
に
井
桁
三
印
）
ゑ
ち
こ
や

［
史

料
一

六
（

�）］
第

1表
の

16（
口
絵
③
）
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乍
憚
口
上

益
御
機
嫌
能
被
為
遊
御
座
奉
恐
悦
候
、
私
店

年
来
御
贔
屓
厚
、
御
用
向
被
為
仰
付
被
下

御
蔭
を
以
今
般
普
請
出
来
仕
、
誠
以
難
有
仕
合

奉
存
候
、
依
之
近
日
見
世
開
仕
候
、
諸
代
呂
物
弥

地
性
吟
味
仕
、
御
礼
為
冥
加
直
段
格
別
下
直
ニ

奉
指
上
候
、
不
相
替
幾
久
御
用
向
被
為
仰
付

被
下
置
候
様
、
偏
奉
願
上
候
、
憚
多
候
得
共

右
之
趣
御
懇
意
様
方
江
茂
宜
敷
御
風
聴

被
遊
被
下
候
様
、
奉
願
上
候
、
以
上

高
麗
橋
壱
町
目

三
井

寅
十
一
月
（
丸
に
井
桁
三
印
）
ゑ
ち
こ
や

史
料
一
五
は
近
在
・
近
国
・
遠
国
向
け
の
配
札
、
史
料
一
六
は
大
坂
三
郷
向
け
の
配
札
で
あ
る
。
双
方
共
に
一
部
を
除
き
文
言
は
共
通
し

て
い
る
。
挨
拶
文
に
続
き
、
普
請
完
了
と
見
世
開
の
告
知
を
し
た
上
で
、
様
々
な
商
品
の
価
格
を
吟
味
し
直
し
て
特
に
安
値
で
提
供
す
る
こ

と
、
懇
意
の
方
面
に
見
世
開
を
吹
聴
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
な
ど
を
記
す
。
大
坂
三
郷
向
け
の
配
札
は
先
述
の
よ
う
に
開
催
前
の
配
布
で
あ
る

た
め
「
近
日
見
世
開
仕
候
」
と
予
告
し
て
い
る
。
具
体
的
な
開
催
日
は
直
接
口
頭
で
伝
え
る
の
で
あ
ろ
う
（

�）。
ま
た
大
坂
三
郷
で
あ
る
こ
と
か
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ら
店
名
前
か
ら
も
「
大
坂
」
の
二
字
を
外
し
て
い
る
。
先
行
配
布
す
る
大
坂
三
郷
向
け
と
、
見
世
開
が
始
ま
っ
て
か
ら
配
布
す
る
近
在
・
近

国
・
遠
国
向
け
の
配
札
で
わ
ず
か
な
違
い
し
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
な
る
配
札
を
用
意
し
て
宣
伝
し
て
お
り
、
大
坂
本
店
と
版
下
・

版
木
を
作
成
し
た
京
本
店
が
三
郷
以
外
へ
の
宣
伝
に
も
気
を
配
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

大
坂
三
郷
向
け
の
配
札
・
近
在
諸
国
向
け
の
配
札
と
と
も
に
、
売
上
手
形
に
添
付
す
る
口
上
書
（「
売
上
ケ
ニ
指
添
候
口
上
書
」「
売
上
ケ

添
書
」）
も
作
成
し
て
い
る
。
売
上
手
形
添
付
の
口
上
書
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
写
し
の
み
で
現
物
は
残
っ
て
い
な
い
。

［
史

料
一

七
（

�）］

乍
憚
添
書
を
以
御
披
露
奉
申
上
候

御
蔭
を
以
今
般
普
請
成
就
仕
難
有
仕
合
奉
存
候
、
依
之

御
礼
為
冥
加
弥
以
諸
品
吟
味
仕
、
地
性
宜
敷
御
為
ニ
相
成
候

品
格
別
直
段
相
改
大
安
売
仕
候
、
不
相
替
幾
久
御
用

向
被
為
仰
付
可
被
下
候
、
偏
ニ
奉
願
上
候
、
以
上

大
坂
高
麗
橋
壱
町
目三

井
寅
十
一
月

此
所
印

ゑ
ち
こ
や

口
上
書
の
内
容
は
簡
易
で
あ
る
。
普
請
成
就
を
報
告
し
た
上
で
、
商
品
を
吟
味
し
、
地
性
良
い
品
を
特
に
値
引
き
し
て
大
安
売
り
す
る
こ

と
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
配
札
か
ら
さ
ら
に
情
報
を
削
り
、
今
回
の
見
世
開
の
趣
旨
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
最
低
限
の
情
報
の
み
記
載
さ
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れ
て
い
る
。
口
上
書
は
店
頭
で
買
い
物
を
し
た
客
に
渡
す
も
の
だ
が
、
特
に
懇
意
の
人
々
へ
の
周
知
を
促
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
の
配
札
と

口
上
書
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
店
頭
の
様
子
や
値
段
感
覚
な
ど
は
買
物
客
自
身
が
理
解
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
口
上
書
で
は
買
物
客

の
口
コ
ミ
を
利
用
す
る
こ
と
よ
り
も
買
物
客
の
引
き
続
き
の
愛
顧
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

こ
の
と
き
の
配
札
の
表
題
は
「
口
上
」
、
口
上
書
の
表
題
は
「
添
書
」
と
な
っ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
表
題
が
「
口
上
」
で
あ
る
か
否

か
は
、
配
札
か
口
上
書
か
の
違
い
や
識
別
点
に
は
な
ら
な
い
。
関
連
史
料
や
類
似
の
配
札
・
口
上
書
か
ら
そ
の
目
的
を
整
理
し
て
識
別
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

口
上
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
若
干
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

［
史

料
一

八
（

�）］

一
同
七
日
、
大
坂
店
売
上
ケ
添
書
板
行

�上
ケ
皆
済
出
来
ニ
付
紙
都
合
九
万
四
百
五
拾
枚
、
荷
物
七
箇
ニ
し
て
今
夕
万
屋
飛
脚
よ
り
差

下
申
候
、
勿
論
右
添
書
板
迚
も
今
夕
都
合
三
枚
指
下
申
候
、
右
之
余
入
用
之
分
者
於
大
坂
為

�候
積
ニ
御
座
候

こ
の
と
き
の
口
上
書
は
判
下
か
ら
版
木
、
刷
り
上
げ
ま
で
全
て
京
本
店
で
行
い
、
九
万
四
五
〇
枚
の
口
上
書
を
用
意
し
て
七
箇
に
梱
包
し

て
飛
脚
の
万
屋
に
依
頼
し
て
大
坂
ま
で
輸
送
し
て
い
る
。
版
木
は
別
便
で
三
枚
送
り
、
追
加
で
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
大
坂
本
店
で

�ら
せ

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
口
上
書
だ
け
で
九
万
枚
も
作
成
し
て
い
る
こ
と
は
多
数
の
来
店
客
を
想
定
し
て
準
備
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
口
上

書
は
大
安
売
で
販
売
し
た
商
品
の
売
上
手
形
に
添
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
述
し
た
近
在
・
近
国
・
遠
国
向
け
の
配
札
は
見
世
開
開
始
後
の

十
一
月
十
五
日
か
ら
の
配
布
で
あ
る
。
開
催
前
の
告
知
で
な
く
、
開
催
後
に
さ
ら
に
客
を
呼
び
込
む
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
宣
伝
広
告
も
行

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一八世紀における三井越後屋の宣伝広告（下向井）
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4

小
括

以
上
、
本
章
で
は
見
世
開
に
関
す
る
宣
伝
告
知
の
配
布
物
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
越
後
屋
で
は
見
世
開
の
際
に
宣
伝
告
知
を
行
っ
て
い
た
。

明
和
九
年
の
江
戸
本
店
・
向
店
の
見
世
開
で
は
、
仮
設
店
舗
の
設
営
後
、
仮
普
請
完
了
後
、
本
普
請
完
了
後
に
そ
れ
ぞ
れ
見
世
開
を
行
い
、

そ
の
た
び
に
配
札
を
作
成
し
、
同
時
に
売
上
手
形
に
添
付
す
る
口
上
書
も
作
成
し
て
念
入
り
な
告
知
を
行
っ
て
い
た
。
一
八
世
紀
段
階
の
見

世
開
の
な
か
で
仮
設
店
舗
完
成
か
ら
本
普
請
完
了
ま
で
三
度
に
わ
た
る
宣
伝
広
告
を
行
っ
て
い
る
数
少
な
い
事
例
で
あ
る
。
そ
の
原
因
を
同

業
他
店
と
の
関
わ
り
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
大
火
に
お
い
て
尾
張
町
に
所
在
す
る
同
業
他
店
の
恵
比
須
屋
や
亀
屋
は
類
焼
を
免
れ
健
在

だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
呉
服
商
は
越
後
屋
の
意
識
す
る
有
力
な
同
業
他
店
で
あ
り
、
閉
店
中
に
同
地
域
に
近
い
顧
客
を
奪
わ
れ
る
恐
れ
も
あ
っ

た
。
江
戸
本
店
・
江
戸
向
店
は
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
急
速
な
店
舗
再
建
と
連
続
す
る
見
世
開
を
行
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

入
念
な
宣
伝
告
知
と
い
う
点
で
は
寛
政
六
年
の
大
坂
本
店
の
見
世
開
も
同
様
で
あ
る
。
大
坂
本
店
で
は
本
普
請
完
了
後
の
見
世
開
に
備
え

て
、
事
前
に
大
坂
市
中
向
け
の
配
札
を
実
施
し
、
見
世
開
後
に
近
国
・
遠
国
向
け
の
配
札
を
行
い
、
さ
ら
に
売
上
手
形
添
付
の
口
上
書
を
渡

し
て
い
た
。
こ
ち
ら
も
三
段
構
え
の
告
知
で
あ
る
。
見
世
開
に
関
す
る
宣
伝
告
知
を
具
体
的
に
見
て
い
く
と
、
一
度
の
見
世
開
に
お
い
て
段

階
的
に
複
数
の
配
布
物
を
配
布
し
、
濃
密
な
宣
伝
告
知
を
行
い
周
知
徹
底
し
て
い
る
様
子
が
み
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

（

1）
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
江
戸
綿
店
の
出
店
と
し
て
高
麗
橋
一
丁
目
南
側
に
開
設
。
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
は
北
側
へ
移
転
。
享
保

十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
大
坂
本
店
へ
吸
収
さ
れ
た
（『
三
井
事
業
史
』
史
料

�一
一
九
七
三
年
、
七
六
六
頁
）。

（

2）
そ
れ
ま
で
本
店
一
巻
と
は
独
立
し
た
事
業
部
門
で
あ
っ
た
綿
店
一
巻
を
本
店
一
巻
に
整
理
統
合
す
る
動
き
の
一
つ
。

（

3）
「
永
書
」
享
保
十
六
年
二
月
二
十
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
二
三
）。

（

4）
「
名
代
云
送
聴
書
」
明
和
九
年
三
月
二
十
一
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
七
）。
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（

5）
「
名
代
云
送
聴
書
」
明
和
九
年
十
月
三
十
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
七
）。

（
6）

「
永
書
」
安
永
二
年
閏
三
月
四
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
二
五
）。

（

7）
「
永
書
」
安
永
二
年
四
月
七
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
二
五
）。

（

8）
下
向
井
前
掲
論
文
二
〇
一
四
年
、
一
五
三
～
一
五
五
頁
。

（

9）
「
寛
政
六
年
甲
寅
年
大
坂
本
店
見
世
開
之
節
諸
色
取
計
方
云
送
帳
ニ
控
有
之
候
所
書
抜
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
一
五
〇

�三
）。

（

10）
「
大
坂
本
店
見
世
開
配
札
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
二
一
六
八

�六
四
）。

（

11）
（

12）
「
大
坂
本
店
見
世
開
配
札
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
二
一
六
八

�三
五
）
。

（

13）
「
大
坂
本
店
見
世
開
配
札
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
二
一
六
八

�五
三
）。

（

14）
口
頭
で
内
容
を
補
足
す
る
点
で
い
え
ば
、
高
橋
修
は
『
懐
溜
諸

�』
と
い
う
刷
物
綴
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
様
々
な
業
種
の
引
札
を
様
式
分

類
し
、
江
戸
の
引
札
は
手
紙
の
延
長
で
配
布
さ
れ
た
側
が
内
容
を
読
む
の
を
前
提
と
し
（
「
読
む
広
告
文
化
」
）
、
大
坂
の
引
札
は
配
布
者
が
口

上
で
内
容
を
補
完
す
る
の
を
前
提
と
し
て
い
る
（「
見
る
広
告
文
化
」）
傾
向
を
指
摘
し
て
い
る
（
高
橋
修
「
引
札
の
文
体
考

�文
書
伝
達
と
口

頭
伝
達
の
間
に

�」
『
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
一
三
、
二
〇
一
七
年
、
五
三
頁
）。
越
後
屋
に
お
け
る
大
坂
と
江
戸
と
の

引
札
の
文
言
の
違
い
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
。

（

15）
（

16）
「
寛
政
六
年
甲
寅
年
大
坂
本
店
見
世
開
之
節
諸
色
取
計
方
云
送
帳
ニ
控
有
之
候
所
書
抜
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
一
五
〇

�三
）。

四
大
安
売
告
知
の
配
札

1

元
文

元
年

の
三

店
合

同
の

大
安

売

大
安
売
の
配
札
で
業
務
記
録
の
記
事
に
登
場
し
、
内
容
が
具
体
的
に
わ
か
る
の
は
管
見
の
限
り
元
文
元
年
が
最
初
で
あ
る
（
１
）。
こ
れ
は
、
以

後
十
数
年
に
わ
た
る
越
後
屋
の
売
上
急
増
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
重
要
な
行
事
で
あ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
五
月
十
二

一八世紀における三井越後屋の宣伝広告（下向井）
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日
に
発
令
さ
れ
た
貨
幣
改
鋳
で
あ
る
。
享
保
年
間
は
品
位
の
高
い
享
保
金
銀
の
流
通
と
緊
縮
財
政
の
影
響
で
デ
フ
レ
傾
向
に
あ
っ
た
。
品
位

の
低
い
元
文
金
銀
へ
の
改
鋳
を
実
施
し
、
六
月
十
五
日
か
ら
歩
増
の
引
替
を
開
始
し
て
い
る
。
越
後
屋
で
も
新
た
な
銀
建
や
販
売
方
法
を
模

索
し
、
冬
夏
呉
服
物
は
現
金
売
で
価
格
を
五
割
増
と
す
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
掛
売
分
は
古
金
で
回
収
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た
（
２
）。
江
戸
本

店
・
同
向
店
・
大
坂
本
店
で
は
積
極
的
な
販
売
を
展
開
し
、
売
上
額
を
急
増
さ
せ
た
。
こ
の
時
、
大
安
売
告
知
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
し

た
の
が
配
札
で
あ
っ
た
。

［
史

料
一

九
（
３
）］

五
月
十
二
日

（
元
文
元
年
）

、
右
金
銀
御
吹
替
之
御
触
流
已
後
、
世
間
一
統
と
は
申
な
が
ら
、
御
人
入
無
甲
斐
、
其
上
御
買
手
衆
、
此
節
諸
相
場
混
乱

之
砌
故
、
呉
服
物
迚
茂
如
何
売
出
し
候
哉
与
御
危
踏
可
有
之
儀
、
依
之
早
速
役
人
共
打
寄
、
相
談
之
上
、
札
差
繰
致
、
代
物
下
直
与
申

口
上
書
相
認
、
前
買
ニ
御
出
之
方
者
勿
論
、
御
屋
鋪
町
方
へ
専
配
ら
せ
遣
候
処
、
此
妙
ニ
而
外
店
々
極
不
景
気
之
様
子
相
聞
え
候
へ
共
、

手
前
者
相
応
御
人
入
有
之
（
後
略
）

史
料
一
九
は
貨
幣
改
鋳
後
の
状
況
を
示
し
た
史
料
で
あ
り
、
崇
清
（
三
井
高
房
、
北
家
三
代
）
の
名
前
で
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
五
月

十
二
日
の
貨
幣
改
鋳
発
表
後
、
世
間
一
般
に
人
入
が
少
な
く
、
客
（
買
手
衆
）
も
相
場
混
乱
の
た
め
呉
服
物
で
あ
っ
て
も
如
何
な
る
値
段
で

売
り
出
す
の
か
危
ぶ
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
越
後
屋
で
は
重
役
で
集
ま
っ
て
相
談
し
、
値
札
を
や
り
く
り
し
、
代
呂
物
を
安
値
で
提
供
す
る

旨
の
口
上
書
を
手
代
ら
に
書
か
せ
て
（
「
口
上
書
相
認
」
）
、
店
頭
で
買
い
物
を
し
た
客
や
御
屋
敷
・
町
方
に
主
に
配
ら
せ
た
。
そ
の
妙
に
よ

っ
て
他
店
が
不
景
気
に
み
え
る
な
か
で
越
後
屋
は
相
応
の
人
入
を
確
保
で
き
て
い
た
。

そ
し
て
、
六
月
十
五
日
の
新
金
銀
通
用
に
伴
い
、
越
後
屋
で
は
さ
ら
な
る
積
極
的
な
販
売
に
打
っ
て
出
る
。
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［
史

料
二

〇
（
４
）］

当
月

（
六
月
）十
五
日
よ
り
、
今
吹
金
銀
通
用
被
為
仰
出
候
御
儀
、
然
者
此
所
水
替
り
之
場
所
、
因
茲
諸
代
物
格
外
大
安
売
致
候
時
者
、
店
家
名

倍
厚
相
成
申
道
理
、
依
而
大
札
引
申
渡
し
売
出
し
候
積
り
、
然
と
も
右
下
直
ニ
売
出
し
候
儀
ヲ
、
過
急
ニ
江
戸
中
へ
相
知
候
様
之
仕
方

無
之
ニ
付
、
店
開
闢
已
来
不
致
義
ニ
候
得
共
、
此
度
現
銀
懸
直
な
し
安
売
根
元
ノ
家
名
ヲ
相
顕
申
度
、
江
戸
中
御
屋
鋪
方

�町
方
隅
々

其
外
遠
国

�茂
相
弘
メ
候
積
り
を
以
、
口
上
書
同
前
之
配
り
札
相
廻
申
候

（
中
略
）

此
度
右
配
り
札
出
さ
せ
候
ニ
付
而
者
、
於
京
都
同
苗

�元
〆
名
代
共
立
会
極
々
相
談
決
着
之
上
申
渡
し
候
事
ニ
候
、
此
曰
ハ
全
体
是

�

手
前
店
よ
り
札
賦
り
候
義
家
柄
故
指
扣
罷
有
候
、
然
る
ニ
此
度
配
り
札
致
し
候
義
御
買
手
衆
数
多
之
内
ニ
者
小
店
同
前
之
仕
方
抔
と
御

�り
之
方
茂
可
有
之
哉
ニ
候
得
共
、
中
々
左
様
之
小
事
ニ
取
放
申
場
ニ
而
無
之
、
至
極
大
望
之
存
知
入
有
之

史
料
二
〇
も
史
料
一
九
の
続
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
新
金
銀
の
通
用
が
始
ま
っ
た
こ
と
、
こ
こ
は
大
き
な
状
況
変
化
の
局
面

（
「
水
替
り
之
場
所
」
）
な
の
で
、
店
名
前
を
よ
り
大
き
く
す
る
た
め
、
大
値
引
き
（
「
大
札
引
」
）
し
て
売
り
出
す
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
、
安

値
に
売
り
出
す
こ
と
を
過
急
に
江
戸
中
に
知
ら
せ
る
手
段
が
な
い
た
め
、
店
開
闢
以
来
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
現
銀
掛
け
値
無
し
・
安

売
り
根
元
の
家
名
を
江
戸
中
の
御
屋
敷
方
と
町
方
の
隅
々
、
遠
国
ま
で
広
め
る
つ
も
り
で
口
上
書
同
様
の
配
札
を
配
布
し
た
こ
と
、
今
回
の

配
札
は
、
京
都
の
三
井
同
苗
・
元
締
・
名
代
ら
の
立
ち
会
い
の
も
と
で
よ
く
相
談
し
決
着
し
た
う
え
で
実
施
し
た
こ
と
、
今
回
配
札
し
た
こ

と
で
多
く
の
客
の
な
か
に
小
店
同
様
の
や
り
か
た
だ
と

�る
者
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
小
事
で
放
置
せ
ず
、
も
っ
と
望
み
は
大
き

い
と
い
う
認
識
で
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
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そ
し
て
、
金
銀
通
用
と
同
日
の
六
月
十
五
日
に
江
戸
本
店
・
同
向
店
・
大
坂
本
店
に
お
い
て
大
安
売
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
業

務
日
誌
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

［
史

料
二

一
（
５
）］

手
前
商
向
一
趣
向
無
之
而
ハ
不
済
義
、
仍
而
主
中
様
方
御
相
談
之
上
、
配
札
を
以
代
物
大
安
売
之
儀
、
江
戸
・
大
坂
共
普
ク
相
配
せ
候

処
、
此
妙
ニ
而
十
五
日
よ
り
毎
日
江
戸
・
大
坂
三
店
共
日
増
大
群
集
ニ
而
商
高
実
入
宜
、
扨
々
涼
事
共
ニ
而
有
之
候

但
、
江
戸
配
札
凡
シ
ヱ
チ

（
十
七
八
）万

大
坂
同
凡
ヱ
チ

（
七
八
）万

斗

こ
れ
も
京
本
店
の
業
務
日
誌
で
あ
る
。
商
売
の
工
夫
を
迫
ら
れ
る
な
か
、
三
井
同
苗
と
重
役
と
の
相
談
の
上
で
配
札
で
大
安
売
を
江
戸
・

大
坂
に
周
知
し
、
そ
の
妙
味
に
よ
っ
て
十
五
日
か
ら
江
戸
・
大
坂
の
三
店
で
毎
日
日
増
に
大
群
集
と
な
り
、
売
上
額
も
よ
く
す
が
す
が
し
い

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
配
札
は
江
戸
で
一
七
万
か
ら
一
八
万
枚
、
大
坂
で
七
万
枚
か
ら
八
万
枚
ほ
ど
配
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に

元
文
元
年
の
貨
幣
改
鋳
に
際
し
て
大
々
的
に
大
安
売
を
主
目
的
と
し
た
配
札
を
実
施
し
て
い
る
の
だ
が
、
配
札
が
人
入
に
貢
献
し
た
と
認
識

さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
寛
政
期
に
元
締
に
就
い
て
い
た
重
役
手
代
・
向
崎
吉
郎
兵
衛
（
６
）の
回
顧
録
で
配
札
に
言
及
し
て
い
る
。

［
史

料
二

二
（
７
）］

元
文
元
辰
年
金
銀
御
吹
改
在
之
ニ
付
、
其
節
配
り
札
を
以
大
安
売
之
趣
向
在
之
、
夫
よ
り
寛
延

�凡
十
五
年
前
売
商
日
々
人
入
大
群
集

江
戸
本
店
頂
上
者
惣
売
高
所
仙
（
千

佐 五
舟 百
）貫
目
出
来
候
事
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こ
こ
で
は
元
文
元
年
の
貨
幣
改
鋳
に
お
い
て
配
札
を
利
用
し
て
大
安
売
を
し
た
こ
と
、
寛
延
こ
ろ
ま
で
一
五
年
ほ
ど
店
先
で
の
商
売
（
前

売
商
）
は
日
々
人
入
群
集
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
吉
郎
兵
衛
は
元
文
元
年
の
大
安
売
と
配
札
と
を
関
連
づ
け
て
記
憶
し
て
い
る
。

安
売
の
た
め
の
配
札
を
頒
布
し
、
以
後
の
店
先
で
の
商
売
で
成
功
を
収
め
た
と
認
識
し
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
と
き
の
宣
伝
広
告
は
大
坂
本
店
の
版
木
が
一
点
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
版
木
が
残
っ
て
い
る
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。

［
史

料
二

三
（
８
）］
第

1表
の

7
大
坂
か
う
ら
い
橋
壱
町
目

げ
ん
ぎ
ん

三
井

（
丸
に
井
桁
三
印
）
か
け
ね
な
し
ゑ
ち
こ
や

呉
服
物
一
切

�わ
た
木
綿
類

一
今
度
金
銀
御
吹
改
ニ
付
、
手
前
呉
服

も
の
一
切

�夏
物
類
直
段
格
別

下
直
に
仕
、
乍
憚
御
勝
手
に
相
成
候
様
ニ

指
上
申
候
、
此
砌
御
調
物
若
御
見
合

可
被
遊
哉
与
奉
存
候
ニ
付
、
右
絹
布
類

下
直
に
相
改
候
儀
為
御
知
申
上
度

書
付
を
以
如
此
御
座
候
、
以
上

但
、
前
以
申
上
候
通
、
御
調
物
被
遊
候
品
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御
意
に
入
不
申
候
者
、
何
時
に
て
も
売
上

手
形
引
替
に
代
銀
返
遣
可
仕
候

元
文
元
年
辰
六
月
十
五
日

六
月
十
五
日
の
日
付
が
あ
る
た
め
、
大
安
売
開
始
後
に
配
布
さ
れ
た
配
札
か
、
口
上
書
の
一
種
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
冒
頭
に
店
名
前

と
暖

�印
を
掲
げ
た
上
で
、
今
回
の
貨
幣
改
鋳
に
よ
り
越
後
屋
の
呉
服
物
全
て
・
夏
物
類
の
価
格
を
格
段
に
安
く
し
買
い
求
め
や
す
い
価
格

で
提
供
す
る
こ
と
、
絹
布
類
も
安
値
に
改
め
た
こ
と
、
購
入
品
で
気
に
入
ら
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
売
上
手
形
と
交
換
で
返
金
に
応

じ
る
こ
と
、
を
述
べ
る
。
安
売
の
理
由
、
安
売
り
す
る
事
実
、
気
に
入
ら
な
い
品
は
売
上
手
形
を
証
拠
に
返
金
に
応
じ
る
こ
と
の
み
記
載
さ

れ
て
お
り
、
極
め
て
簡
易
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
元
文
元
年
の
大
安
売
に
言
及
し
た
史
料
二
〇
で
は
、
急
い
で
江
戸
中
に
知
ら
せ
る
た
め
、
店
開
闢
以
来
行
っ
た
こ
と
の
無
い

配
札
を
実
施
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
第

2表
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
元
文
元
年
以
前
の
業
務
日

誌
で
配
札
と
表
記
さ
れ
て
い
る
事
例
は
あ
る
。
例
え
ば
、
享
保
九
年
の
江
戸
一
町
目
店
の
配
札
、
享
保
十
六
年
の
大
坂
本
店
の
見
世
開
の
配

札
な
ど
で
あ
り
、
江
戸
本
店
・
向
店
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
越
後
屋
で
配
札
と
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
は
享
保
期
に
は
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、

第
二
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
享
保
年
間
以
前
に
お
け
る
同
名
他
店
へ
の
注
意
書
の
口
上
書
も
残
存
し
て
お
り
、
大
量
印
刷
の
宣
伝
広
告
そ
の

も
の
も
享
保
年
間
に
は
存
在
し
て
い
た
。
史
料
一
九
に
あ
る
よ
う
に
、
大
安
売
の
告
知
に
際
し
、
手
書
き
し
た
口
上
書
を
大
量
に
作
成
し
、

お
そ
ら
く
売
場
担
当
手
代
ら
が
顧
客
や
得
意
先
の
御
屋
敷
・
近
隣
の
町
々
に
手
渡
し
で
配
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
そ
れ
ま
で
の
安
売
の
宣
伝
の

あ
り
方
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
店
開
闢
以
来
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
事
実
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
①
江
戸
本
店
・
向
店
に
お
い

て
、
②
大
安
売
の
告
知
を
前
面
に
押
し
出
し
、
③
大
量
生
産
の
配
札
で
、
④
不
特
定
多
数
に
頒
布
し
た
こ
と
、
と
理
解
し
う
る
。
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2
寛

延
三

年
の

大
坂

本
店

の
木

綿
類

大
安

売

第
一
章
の
史
料
二
で
触
れ
た
よ
う
に
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
十
一
月
、
大
坂
本
店
で
は
木
綿
の
大
安
売
を
告
知
す
る
た
め
の
配
札
を

作
成
し
た
。

［
史

料
二

四
（
９
）］

急
ニ

�セ
シ
ニ
付
四
枚
誂
候
而
、
大
坂
ニ
て
弐
枚

�り
、
京
都
ニ
て
弐
枚

�セ
申
候
、
凡
札
数
サ
（
五
）万
枚
致
候
積
り
也

一

�賃
千
枚
ニ
付
マ
（
三〔
匁
〕マ 三
入 分
）也

右
配
札
段
々
出
来
候
ニ
付
、
則
今
三
日
よ
り
就
吉
辰
専
配
り
申
よ
し
申
参
ル

こ
の
際
は
急
ぎ
で
準
備
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
版
木
四
枚
を
製
作
し
、
内
二
枚
の
版
木
を
大
坂
に
送
っ
て

�ら
せ
、
京
都
で
残
り
二
枚

を
使
っ
て

�っ
た
。
こ
の
と
き
の
作
成
枚
数
は
約
五
万
枚
を
予
定
し
、

�賃
は
一
〇
〇
〇
枚
で
銀
三
匁
三
分
で
あ
っ
た
。
配
札
が
段
々
出
来

て
き
た
の
で
、
吉
辰
の
た
め
十
一
月
三
日
よ
り
配
り
始
め
た
。
こ
の
時
の
配
札
は
現
物
が
残
っ
て
い
る
。

［
史

料
二

五
（

�）］
第

1表
の

8

口
上

一
こ
ふ
く
物
御
用
不
相
替
被
仰
付
被
下
、
不
絶
見
世
へ
御
出

被
遊
被
下
難
有
奉
存
候
、
依
之
諸
色
何
に
よ
ら
す
、
猶
々
相
改
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地
性
至
極
宜
品
下
直
ニ
指
上
申
候
、
分
而
此
度
申
上
候
者

当
年
綿
作
宜
下
直
ニ
相
成
申
候
ニ
付
、
木
綿
類
一
式

�京
織

木
綿
嶋
類
手
前
ふ
せ
は
た
ニ
而
専
織
せ
申
候
所
、
格
別
下
直
ニ

出
来
仕
候
ゆ
へ
、
此
節
別
而
大
安
売
仕
、
指
上
申
候

京
嶋
一
式

お
く
し
ま

糸
入
嶋
類

京
か
ね
き
ん
御
羽
織
地
類
中
形
木
綿
類

地
織
も
め
ん
同
嶋
木
綿

御
裏
地
染
木
綿

右
之
品
々
其
外
帯
地
類
ニ
至

�、
至
極
下
直
ニ
仕
指
上

申
候
、
乍
憚
見
世
へ
御
出
被
遊
被
下
、
数
々
御
覧
之
上
御
調
被
遊

可
被
下
候
、
若
御
意
ニ
入
不
申
候
品
者
何
時
ニ
而
も
請
取
代
銀
返

上
可
仕
候
、
別
而
御
仕
着
せ
物
、
時
節
ニ
罷
成
候
故
、
此
段
奉
申
上
度

如
斯
御
座
候
、
已
上

か
う
ら
い
橋
一
町
目

午
十
一
月

三
井

え
ち
こ
や

（
丸
に
井
桁
三
印
）
の
ふ
れ
ん
印

こ
の
時
の
配
札
も
、
冒
頭
の
挨
拶
文
で
日
頃
の
愛
顧
に
感
謝
の
意
を
述
べ
た
上
で
、
日
頃
か
ら
安
値
で
商
品
を
提
供
し
て
い
る
が
、
今
年
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は
特
に
綿
作
が
豊
作
で
安
く
な
り
、
木
綿
類
一
式
・
京
織
木
綿
嶋
類
に
つ
い
て
も
越
後
屋
の
抱
え
て
い
る
機
織
り
（
伏
機
）
に
専
念
さ
せ
て

い
る
た
め
、
特
に
安
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
の
た
び
特
に
大
安
売
で
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
宣
伝
し
て
い
る
。

さ
ら
に
配
札
に
具
体
的
な
商
品
を
列
記
し
て
お
り
、
京
織
木
綿
嶋
一
式
、
奥
縞
、
糸
入
嶋
木
綿
類
、
京
織
金
巾
、
御
羽
織
地
類
、
中
形
木

綿
類
、
地
織
木
綿
、
地
織
嶋
木
綿
、
御
裏
地
染
木
綿
が
該
当
し
、
帯
地
類
も
特
に
安
値
で
提
供
す
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
来
店
を
促
し
、
店

頭
で
買
物
し
て
く
れ
る
よ
う
要
望
し
、
気
に
入
ら
な
い
商
品
の
返
金
に
応
じ
る
こ
と
、
お
仕
着
せ
物
の
準
備
も
で
き
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、

最
後
に
店
名
前
と
暖

�印
を
入
れ
て
い
る
。
店
名
前
が
単
な
る
「
高
麗
橋
一
丁
目
」
な
の
で
、
配
布
対
象
は
大
坂
三
郷
内
と
考
え
ら
れ
、
こ

の
配
札
に
つ
い
て
は
大
坂
三
郷
外
へ
の
頒
布
は
想
定
し
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
大
安
売
の
開
催
日
を
記
載
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
詳
細
は
配
布
時
に
担
当
者
が
口
頭
で
述
べ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
坂
本
店
は
綿
の
豊
作
と
織
賃
の
抑
制
を
理
由
に
大
安
売
を
行

っ
て
お
り
、
特
定
商
品
を
廉
価
に
提
供
で
き
る
こ
と
を
理
由
に
大
安
売
を
実
施
す
る
旨
を
具
体
的
に
明
記
し
た
数
少
な
い
事
例
で
あ
る
。

こ
の
と
き
の
大
安
売
に
追
随
し
て
江
戸
本
店
・
向
店
で
も
木
綿
の
大
安
売
を
企
画
し
て
い
る
。

［
史

料
二

六
（

�）］

当
秋
於
大
坂
表
木
綿
類
大
安
売
之
配
札
相
廻
し
候
ニ
付
、
江
戸
本
店
・
向
店
ニ
て
も
木
綿
類
大
安
売
致
候
趣
口
上
書
致
シ
、
両
店
売
上

ケ
へ
張
添
当
月
十
一
日
よ
り
売
弘
メ
申
候
、
文
法
左
之
通

口
上

当
年
綿
作
宜
鋪
下
直
ニ
相
成
申
候
ニ
付
、
木
綿
類
一
式

�京
織
木
綿
嶋
類
方
礼
共
格
別
下
直
ニ
出
来
仕
候
故
、
此
節
別
而
大
安
売

仕
差
上
ケ
申
候
、
此
砌
御
仕
着
セ
物
之
時
節
御
座
候
へ
ハ
御
出
数
々
御
覧
被
遊
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
右
之
趣
乍
憚
御
懇
意
御
方

様
へ
も
御
沙
汰
被
成
被
下
度
是
又
奉
願
上
候
、
已
上
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右
之
通
相
認
売
上
ケ
へ
張
添
出
申
候
由
申
来
ル

こ
れ
は
京
本
店
の
業
務
日
誌
の
記
事
で
あ
る
。
大
坂
表
で
木
綿
類
大
安
売
の
配
札
を
頒
布
し
た
た
め
、
江
戸
本
店
・
向
店
で
も
木
綿
類
大

安
売
を
実
施
す
る
旨
の
口
上
書
を
作
成
し
、
両
店
の
売
上
手
形
に
添
付
し
て
、
十
一
月
十
一
日
か
ら
頒
布
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
と
き
の

口
上
書
の
内
容
は
大
坂
本
店
の
配
札
と
類
似
し
て
い
る
が
、
綿
作
が
良
く
安
値
で
あ
っ
た
た
め
、
木
綿
類
一
式
・
京
織
木
綿
嶋
類
を
特
に
安

値
に
提
供
す
る
こ
と
、
お
仕
着
せ
物
の
準
備
も
あ
る
こ
と
、
懇
意
の
方
面
に
も
伝
え
て
ほ
し
い
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
時
の
口
上
書
は
刷
り

物
で
量
産
せ
ず
、
こ
の
文
言
を
担
当
手
代
が
自
筆
し
て
買
物
客
の
売
上
手
形
に
添
付
し
て
い
た
（「
右
之
通
相
認
売
上
ケ
へ
張
添
出
申
候
」）
。

三
店
合
同
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
が
、
江
戸
両
店
は
大
規
模
な
準
備
は
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸
本
店
が
呉
服
物
、
江
戸
向
店
が
木

綿
類
や
関
東
物
を
扱
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
江
戸
本
店
で
も
あ
る
程
度
の
木
綿
類
も
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

3

明
和

九
年

の
江

戸
芝

口
店

・
大

坂
本

店
の

大
安

売

前
章
で
み
た
よ
う
に
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
十
一
月
一
日
、
江
戸
本
店
・
向
店
で
は
、
行
人
坂
大
火
で
の
類
焼
後
の
普
請
完
了
に
よ

り
見
世
開
を
挙
行
し
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
、
江
戸
芝
口
店
・
大
坂
本
店
で
も
大
安
売
を
開
催
し
た
。
江
戸
芝
口
店
の
動
き
は
速
く
、
江
戸
本

店
・
向
店
の
見
世
開
と
同
日
の
十
一
月
一
日
か
ら
大
安
売
を
開
始
し
た
。
具
体
的
な
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
芝
口
店
は
事
前
に
配
札
を

行
っ
て
い
た
よ
う
で
、
世
間
の
受
け
も
良
く
、
一
日
早
朝
か
ら
人
入
群
集
で
終
日
賑
わ
い
を
見
せ
十
一
月
一
日
の
売
高
は
銀
二
三
貫
目
余
で

あ
っ
た
と
い
う
（
「
芝
口
店
霜
月
朔
日
よ
り
大
安
売
仕
候
ニ
付
配
札
致
候
処
、
是
以
世
上
御
評
判
益
宜
ク
朔
日
早
朝
よ
り
御
人
入
御
群
集
御

出
被
下
終
日
格
段
賑
々
敷
朔
日
売
高
セ
（
二

シ 十
マ 三
〆 貫
ゝ 目
）余
出
来
候
（

�）」）。
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一
方
、
大
坂
本
店
が
い
つ
か
ら
大
安
売
を
企
画
し
て
い
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
十
一
月
四
日
に
大
坂
本
店
支
配
の
全
田
又
左
衛
門
が

配
札
実
施
の
相
談
の
た
め
に
上
京
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
八
郎
兵
衛
・
八
郎
右
衛
門
の
両
名
の
承
認
を
得
て
配
札
の
判
下
を
松
本
六
右
衛
門

に
書
か
せ
て
い
る
（
「
大
坂
店
全

（
マ
マ
）又
左
衛
門
殿
、
此
節
配
札
致
し
度
故
為
相
談
罷
登
り
被
申
候
、
尤
小
野
儀

（
大
坂
本
店
勘
定
名
代
）

右
衛
門
殿
御

�留
ニ
有
之
候
ニ

付
、
早
速
吉
田
与

（
京
本
店
元
〆
）

右
衛
門
殿
御
案
内
ニ
而
八
郎
兵
衛
様
・
八
郎
右
衛
門
様
へ
御
申
上
被
成
候
処
一
段
宜
敷
段
被
遊
御
意
候
故
、
則
下
書
判
下

松
本
六
右
衛
門
殿
へ
申
渡
ス
（

�）」）
。
翌
日
の
五
日
に
は
配
札
の
判
下
三
枚
完
成
し
、
大
坂
本
店
に
送
っ
て
い
る
。
七
日
に
配
札
の
サ
ン
プ
ル
二

枚
が
京
本
店
に
送
ら
れ
て
き
た
（

�）。
大
坂
本
店
で
判

�と
揉
立
を
行
い
、
六
日
か
ら
配
布
を
始
め
、
十
一
日
か
ら
大
安
売
を
始
め
る
と
い
う
計

画
を
立
て
て
い
る
。
お
そ
ら
く

�り
終
わ
っ
た
も
の
か
ら
順
次
配
布
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
は
大
坂
三
郷
・
摂
河
泉
近
在

に
合
計
一
一
万
枚
を
配
布
し
た
（

�）。

大
坂
本
店
の
配
札
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
現
物
が
残
存
し
て
お
り
、
か
つ
業
務
日
誌
に
も
写
し
が
残
っ
て
お
り
内
容

も
一
致
す
る
。

［
史

料
二

七
（

�）］
第

1表
の

12

益
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
、
乍
憚
目
出
度
御
儀
奉
存
候
、
年
来

御
贔
屓
厚
く
御
用
向
被
為
仰
付
被
下
、
御
蔭
を
以
見
世

繁
昌
仕
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
者
今
般
江
戸
駿
河
町
私
方
同
店

普
請
出
来
仕
、
今
月
朔
日
よ
り
両
店
共
見
世
開
キ
仕
候
処
、

日
々
打
続
御
群
集
御
出
被
遊
被
下
、
夥
敷
見
世
繁
昌
仕
、

商
ひ
冥
加
ニ
相
叶
、
誠
難
有
仕
合
奉
存
候
、
随
而
於
御
当
地
も
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為
冥
加
此
度
諸
代
物
直
段
格
別
下
直
ニ
相
改
、
来
ル
十
一
日
よ
り

大
安
売
仕
候
間
、
乍
憚
見
世
江
御
出
被
遊
被
下
御
用
向

不
限
多
少
被
為
仰
付
被
下
置
候
様
、
偏
奉
願
上
候
、
憚
多
く

御
座
候
得
共
、
右
大
安
売
仕
候
段
、
御
披
露
奉
申
上
候
、
以
上

十
一
月
十
一
日
よ
り

（
丸
井
桁
三
印
）
呉
服
物
諸
色
大
安
売
仕
候

大
坂
高
ら
い
橋
壱
町
目
三

井

ゑ
ち
こ
や

冒
頭
に
挨
拶
を
述
べ
た
う
え
で
、
今
月
一
日
か
ら
開
催
し
て
い
る
江
戸
本
店
・
向
店
で
の
見
世
開
が
来
店
者
多
数
で
繁
昌
し
て
い
る
こ
と

へ
の
感
謝
を
述
べ
て
い
る
。
大
坂
で
も
報
恩
の
た
め
商
品
値
段
を
格
別
安
値
に
し
、
十
一
日
か
ら
大
安
売
を
開
催
す
る
こ
と
を
告
知
し
、
客

に
対
し
て
来
店
を
捉
し
て
い
る
。
江
戸
に
越
後
屋
の
店
が
二
つ
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
配
布
相
手
が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
内
容

で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
時
諸
問
屋
向
け
の
口
上
書
と
西
国
・
四
国
向
け
の
配
札
の
配
布
計
画
も
立
て
て
い
る
の
だ
が
、
諸
問
屋
に
は
翌
年
正
月
十

日
頃
か
ら
人
を
派
遣
し
（
景
品
と
し
て
一
件
に
つ
き
扇
子
二
本
ず
つ
添
え
る
）
、
西
国
・
四
国
に
は
翌
年
二
月
か
ら
人
を
派
遣
す
る
予
定
に

し
て
い
る
。
近
在
向
け
の
大
安
売
の
後
で
、
少
し
間
を
お
い
て
遠
隔
地
の
顧
客
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
大
安
売
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

遠
隔
地
の
客
は
配
札
を
持
参
す
る
な
ど
し
て
大
安
売
の
対
象
者
と
識
別
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
大
坂
本
店
で
は
西
国
・
四
国
の

広
範
囲
に
配
札
を
配
布
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。
特
に
播
磨
・
美
作
・
備
前
・
備
中
・
備
後
・
安
芸
・
周
防
・
長
門
・
淡
路
・
阿
波
・
讃
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岐
・
予
州
の
一
二
ヶ
国
に
は
大
坂
か
ら
手
代
の
者
を
派
遣
し
、
九
州
路
は
長
崎
の
中
野
用
助
に
依
頼
し
て
九
州
一
円
の
諸
国
城
下
・
津
々
浦
々

の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
配
布
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
万
枚
余
も
あ
れ
ば
充
当
で
き
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
（

�）（
配
布
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
）。

業
務
日
誌
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
先
述
の
通
り
十
一
日
の
開
催
告
知
を
十
一
月
六
日
か
ら
十
日
ま
で
の
五
日
間
で
頒
布
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

五
日
間
で
配
れ
る
範
囲
に
配
り
つ
つ
、
見
世
開
後
も
大
坂
三
郷
内
・
摂
河
泉
に
漸
次
配
布
を
行
う
形
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

準
備
期
間
の
ま
ま
な
ら
な
い
は
ず
の
大
坂
本
店
の
大
安
売
で
あ
る
が
、
十
一
日
に
見
世
開
を
挙
行
し
人
入
も
賑
々
し
い
様
子
で
あ
っ
た
。

［
史

料
二

八
（

�）］

大
坂
本
店
昨
日
よ
り
大
安
売
之
売
初
い
た
し
候
処
、
七
ツ
時
よ
り
大
御
群
集
御
出
被
下
、
未
刻
ニ
者
余
り
之
大
御
群
集
故
御
怪
我
等
も

可
有
之
哉
と
表
江
隔
子
ヲ
入
候
と
の
儀
、
以
上
五
百
人
余
様
之
御
人
入
に
て
正
益
高
チ
（
八

〆 貫
ゝ 目
）、
帳
面
売
高
シ
（
十

セ 二
〆 貫
ゝ 目
）、
都
合
マ
（
三

シ 十
〆 貫
ゝ 目
）

之
売
高
ニ
有
之
難
有
次
第
奉
存
候

こ
れ
も
京
本
店
の
業
務
日
誌
の
記
事
で
あ
る
。
大
坂
本
店
で
は
十
一
日
か
ら
大
安
売
を
開
始
し
た
。
七
つ
時
か
ら
大
群
集
で
あ
り
、
未
刻

に
は
詰
め
か
け
た
客
が
あ
ま
り
に
多
く
怪
我
人
も
で
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
表
に
格
子
（
隔
子
）
を
は
め
る
よ
う
に
指
示
が
出
た
。
初
日

に
は
五
〇
〇
人
余
の
人
入
で
売
上
額
は
現
銀
売
で
銀
一
八
貫
目
・
掛
売
（
帳
面
売
）
で
銀
一
二
貫
目
、
合
計
銀
三
〇
貫
目
で
あ
っ
た
。
翌
日

に
は
あ
ま
り
の
来
店
者
の
多
さ
で
大
坂
本
店
の
奉
公
人
だ
け
で
は
手
が
回
ら
ず
、
京
本
店
に
手
代
・
子
供
の
手
伝
い
を
要
請
し
て
き
た
。
そ

こ
で
、
京
本
店
か
ら
一
三
名
、
上
之
店
か
ら
三
名
、
退
役
重
役
二
名
、
退
役
手
代
二
名
の
計
二
〇
名
を
十
三
日
の
夕
刻
に
船
で
下
坂
さ
せ
て

対
応
に
あ
た
ら
せ
て
い
る
。
大
坂
本
店
の
大
安
売
は
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
大
安
売
は
十
一
月
十
一
日
か
ら
十

二
月
朔
日
ま
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
毎
日
の
売
上
額
の
記
録
も
残
っ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
初
日
は
銀
三
〇
貫
目
で
あ
り
、
多
少
増
減
す
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る
も
の
の
日
々
漸
減
し
て
い
き
、
最
終
日
は
銀
七
貫
二
〇
〇
目
で
あ
っ
た
（

�）。
さ
ら
に
、
店
頭
で
慶
物
と
し
て
配
布
す
る
富
士
山
の
絵
入
り
扇

子
二
万
本
、
絹
糸
四
〇
〇
〇
包
を
用
意
し
て
い
た
。
九
日
夕
刻
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
京
本
店
か
ら
大
坂
本
店
に
送
付
し
て
い
る
（

�）。
最
終
的

に
配
布
さ
れ
た
の
は
扇
子
九
五
〇
〇
本
、
絹
糸
八
一
〇
〇
包
で
あ
っ
た
（

�）。
扇
子
は
男
性
向
け
、
絹
糸
は
女
性
向
け
で
あ
る
。
準
備
し
た
二
万

本
に
対
し
て
配
布
し
た
の
は
半
数
だ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
諸
問
屋
へ
も
配
布
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
お
そ
ら
く
大
量
に
余
る
こ
と
は
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
逆
に
絹
糸
は
事
前
準
備
四
〇
〇
〇
包
に
対
し
て
八
〇
〇
〇
包
以
上
の
配
布
で
か
な
り
不
足
し
て
お
り
、
追
加
で
京
本
店

か
ら
送
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
事
前
想
定
よ
り
女
性
客
が
多
く
来
店
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
和
九
年
の
大
坂
本
店
の
大
安
売
で
は
、
江
戸
本
店
・
向
店
の
見
世
開
と
芝
口
店
の
大
安
売
に
呼
応
し
た
も
の
で
、
本

店
一
巻
全
体
で
の
大
売
出
し
で
あ
っ
た
。
時
間
の
限
ら
れ
る
な
か
で
配
札
を
作
成
・
頒
布
し
て
大
安
売
初
日
か
ら
多
数
の
来
店
者
を
呼
び
込

む
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
、
配
札
や
直
前
の
告
知
に
よ
る
宣
伝
効
果
の
大
き
さ
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
本
当
に
わ
ず
か
五

日
六
日
程
度
で
配
札
を

�り
配
布
し
て
い
た
の
か
、
具
体
的
な
方
法
は
現
時
点
で
は
分
か
ら
な
い
。

4

安
永

九
年

の
大

坂
本

店
の

年
賀

商

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
、
大
坂
本
店
で
は
年
賀
商
（
安
永
九
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
）
と
い
う
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。
こ
の

時
期
、
越
後
屋
の
重
役
会
議
に
お
い
て
、
越
後
屋
の
全
店
舗
で
利
益
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
店

先
売
の
後
退
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
み
て
い
た
。
ま
た
、
特
に
大
坂
に
お
い
て
米
価
下
落
に
よ
っ
て
顧
客
（
有
力
商
人
）
も
倹
約
中
で
あ

り
、
店
振
り
も
陰
気
で
あ
っ
た
と
い
う
（

�）。

そ
し
て
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
大
坂
出
店
か
ら
約
一
〇
〇
年
と
い
う
こ
と
で
年
賀
商
と
称
し
て
配
札
を
行
い
、
商
品
の
目
近
い
も
の
は
眼

前
は
札
前
よ
り
安
値
で
売
り
出
せ
ば
、
去
辰
年
（
明
和
九
年
の
江
戸
本
店
・
向
店
の
見
世
開
に
連
動
し
た
大
安
売
）
の
よ
う
に
世
間
の
気
移
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り
も
す
る
だ
ろ
う
、
と
み
て
い
る
（
「
然
る
に
大
坂
店
見
世
出
シ
候
而
よ
り
凡
百
年
程
之
処
を
以
、
年
賀
商
と
号
シ
賦
札
廻
、
扨
諸
代
物
目

近
キ
分
眼
前
札
前
下
直
ニ
売
出
候
ハ
ヽ
、
又
辰
年
之
こ
と
く
世
上
御
気
移
り
も
可
有
之
（

�）」
）
。
こ
れ
は
大
坂
本
店
独
自
の
仕
法
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
三
井
同
苗
（
八
郎
右
衛
門
・
八
郎
兵
衛
）
の
許
可
を
得
て
配
札
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
の
配
札
は
現
存
す
る
。

［
史

料
二

九
（

�）］
第

1表
の

10

根
元
げ
ん
銀
か
け
ね
な
し

（
丸
井
桁
三
印
）
呉
服
物
諸
式

	ニ
も
め
ん
る
い

口
上

益
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
、
乍
憚
目
出
度
御
儀
奉
存
候
、
然
者
私
店

往
古
天
和
年
中
御
当
地
江
初
而
現
銀
か
け
ね
な
し
呉
服
見
世

指
出
シ
申
候
処
、
其
頃
者
珍
し
き
儀
と
御
評
判
宜
、
御
贔
屓
ニ
思
召

御
用
向
被
仰
付
被
下
候
付
、
御
蔭
を
以
年
増
店
繁
昌
仕
、
当
年
既
ニ

百
年
無
恙
相
続
仕
来
、
誠
以
商
ひ
冥
加
ニ
相
叶
、
外
聞
実
儀
難
有

仕
合
奉
存
候
、
随
而
年
寿
御
礼
為
冥
加
此
度
諸
品
直
段
相
改

四
月
朔
日
よ
り
格
別
大
安
売
仕
候
、
御
替
ら
せ
な
く
御
贔
屓
厚
被
為
思
召
下
御
買
物
多
少
ニ
よ
ら
す
、

弥
増
御
用
向
被
為
仰
付
被
下
置
候
様
、

偏
奉
願
上
候
、
憚
多
御
座
候
得
共
、
右
年
賀
大
安
売
仕
候
段
御
披
露
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奉
申
上
度
、
口
上
書
を
以
如
斯
御
座
候
、
已
上

大
坂
高
ら
い
橋
壱
町
目

来
ル
四
月
朔
日
よ
り
年
賀
大
安
売
仕
候

三
井

え
ち
こ
や

ま
ず
挨
拶
の
口
上
を
述
べ
た
上
で
、
大
坂
本
店
は
天
和
年
中
か
ら
大
坂
に
初
め
て
現
銀
掛
け
値
無
し
の
呉
服
店
と
し
て
出
店
し
て
い
る
こ

と
、
そ
の
頃
は
珍
し
い
こ
と
で
評
判
よ
く
、
年
増
し
に
店
繁
昌
し
今
年
で
既
に
一
〇
〇
年
つ
つ
が
な
く
続
け
て
こ
ら
れ
（

�）感
謝
し
て
い
る
こ
と

を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
お
礼
と
し
て
今
回
商
品
の
値
段
を
改
め
て
四
月
一
日
よ
り
格
別
の
大
安
売
を
開
催
す
る
こ
と
を
告
知
し
、
最
後

に
暖

�印
と
店
名
前
を
掲
げ
る
。
他
の
大
安
売
や
見
世
開
同
様
に
丁
寧
な
文
体
で
あ
る
が
、
当
然
年
賀
商
の
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
点
に
お
い

て
他
の
配
札
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
開
催
日
を
告
知
し
、
「
大
坂
高
麗
橋
一
丁
目
」
と
記
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
前
配
布

前
提
の
配
札
で
あ
り
、
大
坂
三
郷
以
外
へ
の
告
知
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
年
賀
商
は
事
前
準
備
を
し
た
う
え
で
、
大
規
模
に
宣
伝
告
知
を
行

っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

配
札
と
大
安
売
の
概
要
を
述
べ
た
記
事
も
あ
る
。

［
史

料
三

〇
（

�）］

（
前
略
）
三
月
廿
日
頃
よ
り
致
配
札
、
四
月
朔
日
よ
り
致
売
物
候
処
、
世
上
御
評
判
宜
、
日
々
御
人
入
御
群
集
、
前
売
商
致
増
長
結
構

成
前
売
現
銀
商
高
出
来
候
処
、
則
商
益
録
帳
面
ニ
有
之
通
ニ
候
、
全
宿
持
を
初
、
支
配
人
・
組
頭
前
売
商
平
日
手
伝
罷
有
候
而
、
只
々

前
売
商
而
已
と
相
心
得
居
候
よ
り
外
無
之
と
の
胸
合
相
決
有
之
（
後
略
）
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こ
こ
か
ら
配
札
の
配
布
を
三
月
二
十
日
頃
か
ら
開
始
し
、
大
安
売
を
四
月
一
日
か
ら
始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
世
上
評
判
も
良
く
、

毎
日
の
人
入
も
大
群
集
で
あ
り
、
店
先
売
も
増
し
、
現
銀
商
高
を
確
保
で
き
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
全
宿
持
を
始
め
、
支

配
人
・
組
頭
も
店
先
売
を
手
伝
い
、
店
先
売
に
専
念
す
る
と
決
ま
っ
た
と
い
う
。
越
後
屋
に
お
い
て
、
今
回
は
大
安
売
に
よ
り
店
先
売
の
維

持
・
売
上
額
の
増
加
に
成
果
あ
り
と
い
う
実
施
結
果
が
出
た
。
手
代
ら
は
現
銀
店
前
売
の
必
要
性
を
再
認
識
し
た
と
い
え
よ
う
。

5

小
括

以
上
、
大
安
売
の
配
札
・
口
上
書
を
み
て
き
た
。
大
安
売
は
適
宜
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
他
の
目
的
の
配
布
物
よ
り
も
多
く
の
機
会

で
配
布
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
世
紀
に
お
い
て
は
あ
る
営
業
店
の
大
安
売
に
便
乗
し
て
他
店
で
も
大
安
売
を
実
施
す
る
な
ど
、
複
数
店

舖
で
一
致
し
た
行
動
と
し
て
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
配
布
物
は
配
札
の
場
合
や
口
上
書
の
場
合
も
あ
り
、
事
前
配
布
、
開
催
中
の

配
布
な
ど
様
々
な
配
り
方
を
行
っ
て
い
た
。
一
八
世
紀
に
お
い
て
は
こ
こ
で
取
り
あ
げ
た
以
外
に
も
多
く
の
機
会
で
配
布
物
を
行
っ
て
い
る

が
、
大
坂
本
店
の
年
賀
商
の
よ
う
な
特
殊
ケ
ー
ス
の
大
安
売
を
行
う
店
舗
も
み
ら
れ
る
。
芝
口
店
は
天
明
五
年
に
こ
れ
ま
で
の
愛
顧
を
感
謝

し
て
冥
加
商
と
い
う
大
安
売
を
開
催
し
て
い
る
。
三
井
内
部
の
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
意
図
的
に
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
大
安
売
も
あ
り
、

そ
の
告
知
に
も
配
札
や
口
上
書
と
い
っ
た
刷
物
が
活
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（

1）
大
安
売
の
具
体
的
な
様
子
に
つ
い
て
わ
か
る
の
は
元
文
元
年
が
最
初
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
大
安
売
を
目
的
と
し
た
大
坂
本
店
の
宣
伝
広
告

で
古
い
時
代
と
思
わ
れ
る
も
の
が
二
種
残
っ
て
い
る
（
「
大
坂
本
店
安
売
配
札
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
二
一
六
八

�九
、
第

1表
の

2、

「
大
坂
本
店
配
札
下
書
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
二
一
六
八

�三
四
、
第

1表
の

3）。
こ
の
う
ち
、
本
二
一
六
八

�九
を
左
に
掲
載
す
る
。
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な
お
、
本
二
一
六
八

�九
と
同
型
の
宣
伝
広
告
は
ア
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
も
一
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

根
元
大
坂
高
麗
橋
壱
町
目
堺
筋
東
江
入
所

（
丸
井
桁
三
印
）
現
銀

呉
服
物
一
式

三
井

か
け
ね
な
し

え
ち
こ
や

�も
め
ん
類
布
類

ま
わ
た

け
さ
衣
か
や

口
上

私
方
之
儀

古
来
よ
り
現
銀
安
売
仕
候
ニ
付
、
御
一
統
御
贔
屓
被
為
成
下
御
用
向
逸
々
被
為

仰
付
被
下
御
蔭
を
以
見
世
年
増
繁
昌
仕
冥
加
之
至
難
有
仕
合
奉
存
候
、
依
之

猶
又
仕
入
元
至
極
吟
味
仕
、
地
性
宜
品
益
下
直
ニ
指
上
申
候
、
少
シ
の
切
は
し
ニ
而
も

乍
憚
見
世
へ
御
出
被
遊
被
下
、
品
々
御
覧
之
上
御
調
被
遊
可
被
下
候
、
且
御
国
々
よ
り

御
注
文
、
又
者
御
人
頼
ニ
而
御
用
之
品
被
仰
下
候
ハ
ヽ
、
売
上
ケ
手
形
を
証
拠
ニ
被
遊
可
被
下
候

但
、
御
用
被
遊
候
品
、
万
一
外
々
よ
り
高
直
ニ
も
思
召
被
遊
御
意
ニ
入
不
申
候
ハ
ヽ
、
何
時
ニ
而
も
売
上
ケ
手
形
御
添
御
戻
し
可
被
遊

候
幾
度
に
て
も
取
替
指
上
ケ
可
申
候
、
若
御
入
用
無
御
座
品
ハ
代
銀
返
上
可
仕
候

一
御
誂
物
御
染
物
少
し
の
御
色
上
ヶ
物
に
て
も
乍
憚
御
心
安
く
被
為
仰
付
可
被
下
候
、

随
分
入
念
可
奉
調
進
候
、
其
外
如
何
程
急
御
用
之
品
ニ
て
も
御
間
ニ
合
候
様
可
仕
候

一
於
御
国
々
私
方
家
名
ニ
而
地
性
直
段
不
相
応
成
品
売
上
ケ
候
様
及
承
申
候
、
私
方
之
儀
者

江
戸
駿
河
町
両
店
・
御
当
地
、
右
三
ヶ
所
之
外
呉
服
物
売
店
一
切
無
御
座
候

一
年
来
私
方
呉
服
物
地
性
第
一
吟
味
仕
、
乍
憚
御
為
ニ
相
成
候
品
下
直
ニ
指
上
来

申
候
、
猶
又
此
度
諸
品
直
段
格
別
相
改
大
安
売
仕
候
ニ
付
、
御
披
露
奉
申
上
候
、
憚
多
ク

御
座
候
得
共
、
不
相
替
幾
久
御
用
被
為
仰
付
被
下
置
候
様
偏
奉
願
上
候
、
已
上
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一
地
性
不
宜
品
を
下
直
申
立
売
出
し
候
方
も

御
座
候
由
、
近
年
同
商
売
之
新
見
世
多
ク
相
成

（
大
坂
本
店
印
章
、
第

1図
参
照
）

申
候
ニ
付
、
為
御
目
印
私
方
売
上
判
奉
入
御
覧
候

こ
れ
ら
は
複
数
条
の
廉
書
き
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
同
名
他
店
へ
の
注
意
や
、
売
上
手
形
を
持
参
す
れ
ば
気
に
入
ら
な
い
商
品
の
返
金
に
応
じ

る
こ
と
な
ど
第
二
章
で
み
た
口
上
書
と
同
じ
よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
み
つ
つ
、
目
立
た
な
い
よ
う
に
大
安
売
を
告
知
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

大
安
売
を
最
前
面
に
押
し
出
し
て
い
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
第
二
章
で
み
た
口
上
書
同
様
に
懇
意
の
得
意
客
に
持
参
し
た
り
、
店
頭
に
来
た

買
物
客
に
手
渡
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（

2）
『
三
井
事
業
史
』
（
本

�一
、
一
九
八
〇
年
、
一
八
二
～
一
八
三
頁
）。

（

3）
（

4）
「
金
銀
御
吹
改
ニ
付
申
渡
覚
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
〇
三
〇

�一
）。

（

5）
「
永
書
」
元
文
元
年
六
月
二
十
九
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
二
三
）。

（

6）
京
本
店
の
手
代
。
最
終
職
階
は
大
元
〆
。
元
文
元
年
八
月
に
一
三
歳
で
出
勤
開
始
（「
奉
公
人
抱
帳
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
四
三
一
、

最
初
の
名
前
は
吉
太
郎
）
。
寛
政
期
に
元
〆
で
一
度
退
役
。
寛
政
九
年
に
元
〆
と
し
て
再
勤
し
、
寛
政
十
一
年
春
に
大
元
締
と
な
り
、
同
年
死

去
。

（

7）
「
向
崎
玄
甫
商
盛
衰
旧
記
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
追
一
五
九
三
）。

（

8）
「
大
坂
本
店
原
文
元
年
引
札
版
木
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
二
一
七
〇
）。

（

9）
「
名
代
云
送
聴
書
」
寛
延
三
年
十
一
月
三
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
五
）。

（

10）
「
大
坂
本
店
安
売
配
札
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
二
一
六
八

�二
）。

（

11）
「
名
代
云
送
聴
書
」
寛
延
三
年
十
一
月
三
十
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
五
）。

（

12）
「
名
代
云
送
聴
書
」
明
和
九
年
十
一
月
九
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
七
）。

（

13）
「
名
代
云
送
聴
書
」
明
和
九
年
十
一
月
四
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
七
）。

（

14）
「
名
代
云
送
聴
書
」
明
和
九
年
十
一
月
七
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
七
）。
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（

15）
（

17）
（

19）
（

21）
「
明
和
九
年
十
一
月
十
一
日
よ
り
正
益
高
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
六
一
五

�三
四
）。

（
16）

「
大
坂
本
店
安
売
配
札
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
二
一
六
八

�四
九
）。

（

18）
「
永
書
」
明
和
九
年
十
一
月
十
二
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
二
五
）。

（

20）
「
名
代
云
送
聴
書
」
明
和
九
年
十
一
月
十
一
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
七
）。

（

22）
（

23）
（

26）
「
会
所
諸
用
留
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
七
六
四
）。

（

24）
「
大
坂
本
店
開
店
百
年
年
賀
安
売
配
札
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
二
一
六
八

�四
）。

（

25）
大
坂
本
店
は
元
禄
四
年
（
一
六
九
〇
）
設
置
で
あ
る
た
め
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
は
正
確
に
は
九
〇
周
年
で
あ
る
。
江
戸
の
店
の
駿
河

町
移
転
（
天
和
三
年
〔
一
六
八
三
〕
）
か
ら
数
え
る
と
約
一
〇
〇
年
で
あ
る
。
な
お
、
当
時
の
三
井
は
経
営
不
振
や
三
井
内
部
の
不
和
な
ど
を

原
因
と
し
て
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
事
業
部
門
を
呉
服
部
門
・
両
替
店
部
門
・
松
坂
店
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
三
井
家
一
一
家
（
三

井
一
族
は
本
家
六
家
、
連
家
五
家
で
構
成
さ
れ
て
い
る
）
も
三
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
事
業
を
持
ち
分
け
る
こ
と
と
な
っ
た
（「
安
永
の
持
分
」）。

「
年
賀
商
」
は
持
分
期
に
お
け
る
呉
服
店
部
門
の
経
営
再
建
策
の
一
環
の
可
能
性
も
あ
る
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（

27）
三
井
八
郎
兵
衛
高
清
（
北
家
五
代
）、
三
井
八
郎
右
衛
門
高
祐
（
北
家
六
代
）
の
二
名
。
こ
の
時
点
の
三
井
全
体
（
三
井
家
一
一
家
と
呉
服
・

金
融
の
事
業
部
門
）
を
ま
と
め
る
三
井
家
の
代
表
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
一
八
世
紀
に
お
け
る
越
後
屋
の
宣
伝
広
告
の
刷
物
（
配
札
・
口
上
書
）
に
つ
い
て
、
三
井
文
庫
に
残
存
す
る
現
物
を
中
心
と
し

て
周
辺
史
料
を
用
い
な
が
ら
、
宣
伝
告
知
の
目
的
ご
と
（
同
名
他
店
の
注
意
・
見
世
開
・
大
安
売
）
に
事
例
を
示
し
て
そ
の
用
途
や
内
容
を

概
観
し
て
き
た
。
本
稿
の
内
容
を
整
理
し
つ
つ
、
論
点
と
し
て
以
下
の
諸
点
を
提
示
し
、
今
後
検
討
し
た
い
課
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た

い
。

298



（
1）

越
後
屋
の
配
札
の
残
存
状
況

ま
ず
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
に
残
存
す
る
越
後
屋
の
宣
伝
広
告
の
刷
物
を
一
覧
化
し
、
四
八
種
七
六
点
に
お
よ
ぶ
こ
と
を
確
認
し
た
。
越

後
屋
の
史
料
を
所
蔵
し
て
い
る
の
だ
か
ら
当
然
な
の
だ
が
、
越
後
屋
に
関
す
る
宣
伝
広
告
に
限
定
す
れ
ば
、
屈
指
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
え

る
。
ま
た
、
業
務
日
誌
な
ど
他
の
史
料
に
も
宣
伝
広
告
に
言
及
し
た
も
の
も
あ
り
、
多
く
の
機
会
に
作
成
・
配
布
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。
天
和
三
年
の
引
札
に
注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、
越
後
屋
に
お
け
る
宣
伝
広
告
の
種
類
と
数
の
多
さ
に
つ
い
て
は
十
分
に
理
解
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
に
思
う
。
江
戸
本
店
・
江
戸
向
店
・
江
戸
芝
口
店
・
大
坂
本
店
の
各
営
業
店
に
よ
っ
て
残
存
状
況
に
多
寡
は
あ
り
つ
つ
も
、
い

ず
れ
の
店
舗
に
お
い
て
も
多
く
の
機
会
で
宣
伝
告
知
の
た
め
の
刷
物
を
作
成
し
、
配
布
し
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。

（

2）
越
後
屋
の
配
札
の
開
始
時
期

は
じ
め
に
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
越
後
屋
の
天
和
三
年
の
引
札
を
検
討
対
象
と
し
な
か
っ
た
。
現
時
点
に
お
い
て
、
天
和
三
年
の

引
札
の
現
物
や
写
し
を
経
営
史
料
で
確
認
で
き
ず
、
検
証
し
え
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
宣
伝
広
告
で
は
、
享
保
年
間
の
業
務
日
誌

で
大
坂
本
店
や
江
戸
一
町
目
店
の
配
札
を
確
認
で
き
、
享
保
年
間
以
前
の
同
名
他
店
へ
の
注
意
を
促
し
た
口
上
書
と
定
義
で
き
る
江
戸
本
店
・

向
店
の
刷
物
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
越
後
屋
は
遅
く
と
も
享
保
年
間
に
は
大
量
印
刷
の
宣
伝
広
告
を
作
成
・
配
布
し
て
い
た

と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
第
四
章
で
み
た
よ
う
に
、
越
後
屋
の
記
録
に
は
、
元
文
元
年
の
大
安
売
で
配
札
を
配
っ
た
こ
と
を
「
店
開
闢

以
来
」
の
こ
と
と
し
た
も
の
も
あ
る
。
配
札
と
い
う
記
述
は
享
保
年
間
の
記
録
に
見
え
て
い
る
た
め
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
元
文
元
年
の

大
安
売
の
配
札
は
江
戸
本
店
・
向
店
に
お
い
て
、
大
安
売
の
告
知
を
前
面
に
押
し
出
し
、
大
量
生
産
の
配
札
で
不
特
定
多
数
に
頒
布
し
た
と

い
う
点
に
お
い
て
「
店
開
闢
以
来
」
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
後
、
大
安
売
や
見
世
開
の
局
面
に
お
い
て
そ

れ
を
前
面
に
押
し
出
し
た
宣
伝
広
告
が
多
数
作
成
・
頒
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

（

3）
配
札
と
口
上
書
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本
稿
で
は
越
後
屋
の
宣
伝
広
告
に
配
札
と
口
上
書
の
二
系
統
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
配
札
は
文
字
通
り
江
戸
・
大
坂
の
市
中
か
ら
近
国
・

遠
国
に
い
た
る
ま
で
不
特
定
多
数
に
配
る
も
の
で
あ
り
、
口
上
書
は
主
に
来
店
し
て
買
物
し
た
客
や
遠
国
の
買
物
客
の
売
上
手
形
に
添
付
し

て
渡
す
も
の
で
あ
っ
た
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
越
後
屋
の
宣
伝
広
告
と
い
え
ば
大
量
に
用
意
し
た
引
札
を
不
特
定
多
数
に
頒
布
す
る
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
店
頭
で
売
上
手
形
に
添
付
さ
れ
る
口
上
書
と
い
う
配
布
物
も
あ
り
、
等
閑
視
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

口
上
書
は
宣
伝
広
告
の
名
称
と
し
て
先
行
研
究
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
引
札
の
表
題
部
分
か
ら
類
推
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
越
後
屋
の
配
布
物
の
表
題
に
も
口
上
書
・
口
上
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
多
い
が
、
配
札
・
口
上
書
と
も
に
使
用
さ
れ
て
い
る

表
現
で
あ
る
。
越
後
屋
の
配
札
と
口
上
書
と
の
識
別
は
、
表
題
の
違
い
で
は
な
く
配
布
方
法
の
違
い
で
あ
り
、
配
札
・
口
上
書
の
内
容
や
業

務
日
誌
な
ど
の
周
辺
史
料
も
吟
味
し
な
が
ら
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
一
般
的
な
配
札
の
配
布
方
法
の
分
類
と
し
て
、

商
品
に
添
付
す
る
方
法
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
越
後
屋
に
限
定
す
れ
ば
、
口
上
書
は
商
品
で
な
く
売
上
手
形
に
添
付
な
い
し
貼
り
付
け
る

も
の
で
あ
る
。
口
上
書
に
は
、
売
上
手
形
を
持
参
す
れ
ば
気
に
入
ら
な
い
商
品
の
返
金
に
応
じ
る
、
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
口
上

書
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
の
は
商
品
そ
の
も
の
で
は
な
く
売
上
手
形
な
の
で
あ
る
。

（

4）
配
札
の
遠
隔
地
へ
の
頒
布
に
つ
い
て

や
や
具
体
的
な
話
に
な
る
が
、
宣
伝
告
知
の
遠
隔
地
へ
の
配
布
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
越
後
屋
で
は
江
戸
市
中
や
大
坂
三
郷
内
へ
の

配
布
で
は
、
手
代
ら
が
羽
織
袴
を
着
用
し
て
得
意
客
・
屋
敷
・
町
々
へ
配
っ
て
回
っ
て
い
た
。
ま
た
、
日
雇
を
雇
い
入
れ
て
配
っ
て
回
ら
せ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
三
章
の
寛
政
六
年
の
見
世
開
の
よ
う
に
、
京
本
店
か
ら
大
坂
本
店
へ
の
配
札
の
輸
送
に
つ
い
て
は
大
坂
の
飛

脚
で
あ
る
万
屋
に
任
せ
て
お
り
、
大
量
の
配
札
の
輸
送
そ
の
も
の
は
飛
脚
な
ど
に
依
頼
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

越
後
屋
の
顧
客
は
京
・
江
戸
・
大
坂
以
外
に
も
広
く
居
住
し
て
お
り
、
越
後
屋
の
遠
隔
地
に
対
す
る
宣
伝
告
知
も
比
較
的
早
く
か
ら
行
わ
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れ
て
い
た
。
江
戸
市
中
・
大
坂
三
郷
内
の
ほ
か
に
近
国
用
や
遠
国
用
の
宣
伝
広
告
を
用
意
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
第
三

章
で
検
討
し
た
享
保
十
六
年
の
大
坂
本
店
の
配
札
は
、
業
務
日
誌
に
お
け
る
最
も
古
い
見
世
開
の
記
録
で
あ
り
、
す
で
に
享
保
末
年
に
は
西

国
各
地
に
顧
客
が
存
在
し
て
お
り
、
西
国
を
射
程
に
入
れ
た
告
知
を
行
っ
て
い
た
。

大
坂
本
店
の
場
合
、
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
大
坂
三
郷
内
用
と
近
国
・
遠
国
用
と
を
分
け
た
り
、
大
坂
三
郷
内
・
近
国
用
と
遠
国

用
と
を
分
け
た
り
し
て
複
数
種
類
の
配
札
を
用
意
し
て
い
る
。
第
三
章
で
検
討
し
た
寛
政
六
年
の
見
世
開
、
第
四
章
で
検
討
し
た
明
和
九
年

の
大
安
売
な
ど
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
特
に
明
和
九
年
の
大
坂
本
店
の
配
札
で
は
、
西
日
本
一
円
へ
の
配
布
方
法
が
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
と
き
は
、
配
布
範
囲
を
大
坂
三
郷
・
摂
津
・
河
内
・
和
泉
と
近
在
（
＝
近
国
）
、
播
磨
以
西
の
山
陽
諸
国
・
瀬
戸
内
側
の
四
国
諸

国
（
山
陰
諸
国
と
土
佐
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）
お
よ
び
九
州
一
円
（
＝
遠
国
）
に
分
け
て
お
り
、
近
国
・
遠
国
に
対
し
て
直
接
人
を
派
遣
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
、
越
後
屋
の
手
代
を
直
接
送
り
込
む
か
、
越
後
屋
が
雇
用
し
た
輸
送
業
者
に
運
搬
を
依
頼
し
た
の
か
、

人
を
派
遣
し
た
各
地
で
ど
の
よ
う
に
配
札
を
頒
布
す
る
の
か
な
ど
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
得
意
先
・
取
引
先
・
買
宿
な

ど
の
仕
入
拠
点
・
飛
脚
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
た
だ
し
、
九
州
に
つ
い
て
は
、
長
崎
で
越
後
屋
の
輸
入
品
入
札
を

て
が
け
る
中
野
用
助
に
一
任
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
九
州
で
は
中
野
用
助
が
配
札
頒
布
の
拠
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（

5）
今
後
の
課
題

以
上
、
若
干
の
論
点
を
提
示
し
て
み
た
が
、
残
さ
れ
た
課
題
は
多
々
あ
る
。
し
か
し
、
当
面
以
下
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、
本
稿
で
触
れ
て
い
な
い
一
九
世
紀
部
分
の
宣
伝
告
知
の
検
討
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
宣
伝
告
知
は
ほ
ぼ
見
世
開
と
大
安
売
に
収

斂
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
配
札
の
形
態
も
完
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
配
札
自
体
の
変
化
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
天
保
十
一
年
の
大

坂
本
店
の
見
世
開
な
ど
、
越
後
屋
に
と
っ
て
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
改
め
て
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
本
稿
で
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
京
六
条
店
の
宣
伝
告
知
の
検
討
で
あ
る
。
初
期
の
重
役
の
手
に
渡
っ
た
店
や
別
家
の
配
札
の
実
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態
は
全
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
京
六
条
店
の
配
札
が
残
っ
て
い
る
の
か
、
京
六
条
店
や
他
の
別
家
の
店
の
宣
伝
広
告
も
見
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

最
も
重
視
し
た
い
の
は
、
越
後
屋
の
経
営
そ
の
も
の
と
宣
伝
告
知
と
の
関
係
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
明
和
九
年
の
見
世
開
・
大
安
売
に
お

け
る
宣
伝
広
告
と
、
安
永
九
年
の
年
賀
商
に
お
け
る
配
札
を
み
て
い
く
と
、
時
期
的
に
前
者
は
「
安
永
持
分
」
直
前
の
動
向
で
あ
り
、
後
者

は
安
永
持
分
が
始
ま
っ
た
直
後
の
動
向
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
や
配
札
と
安
永
持
分
と
の
間
で
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
は
想
像

さ
れ
る
。
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
が
、
越
後
屋
の
経
営
、
様
々
な
営
業
上
の
イ
ベ
ン
ト
、
配
札
と
の
関
係
に
つ
い
て
引
き
続

き
考
え
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
配
札
に
よ
る
遠
隔
地
へ
の
宣
伝
と
関
連
し
て
、
遠
隔
地
の
顧
客
と
越
後
屋
と
の
関
係
を
顧
客
側
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
売
上
手

形
に
添
付
す
る
口
上
書
と
い
う
の
は
多
く
紹
介
し
て
き
た
が
、
顧
客
側
に
残
る
売
上
手
形
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
三
井
家
記
録
文
書
に
は
無

い
た
め
、
顧
客
の
実
態
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
地
方
に
お
け
る
有
力
商
家
な
ど
に
は
売
上
手
形
や
配
札
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る

た
め
、
今
後
こ
れ
ら
を
発
掘
し
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
備
中
の
小
野
家
や
東
大
橋
家
な
ど
に
は
享
保
年
間
に
越
後
屋

大
坂
本
店
と
や
り
と
り
し
た
書
状
類
や
商
品
の
受
取
状
が
複
数
残
っ
て
い
る
（
１
）（
い
ず
れ
も
倉
敷
市
歴
史
資
料
整
備
室
所
蔵
史
料
）
。
少
な
く

と
も
備
中
に
は
顧
客
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
史
料
群
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
検
討
し
た
い
。

（

1）
小
林
悠
一
「
備
中
国
浅
口
郡
長
尾
村
小
野
昭
彦
家
文
書
・
倉
敷
市
所
蔵
備
中
国
窪
屋
郡
倉
敷
村
水
澤
家
文
書
」（『
倉
敷
の
歴
史
』
一
八
、
二

〇
〇
八
年
、
一
一
一
～
一
一
七
頁
）
。

［
付
記
］
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

1
7Ｋ

1
3
5
4
1の

助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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